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―
「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
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地
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行
政
庁
舎
立
入
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禁
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の
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で
の
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の
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第
四
節

　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

第
三
章

　
熊
本
地
震
と
益
城
町
役
場

　
　
第
一
節

　
本
庁
舎
機
能
の
喪
失
―
一
部
立
入
り
禁
止

　
　
第
二
節

　
執
務
環
境
の
整
備
―
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
と
文
書
管
理

　
　
第
三
節

　
本
庁
舎
外
で
の
執
務
再
開
と
文
書
管
理

　
　
第
四
節

　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

第
四
章

　
お
わ
り
に

　
　
※	

新
聞
記
事
の
注
記
は
、
新
聞
社
名
・
発
行
年
（
二
〇
一
六
年
の
場
合
は
、
一
六
と
記
す
）
―
月
―
日
（
夕
刊
の
み
明
記
）
の
順
で
、

基
本
的
に
本
文
中
に
記
し
た
。
た
と
え
ば
、
熊
日
は
『
熊
本
日
日
新
聞
』、
西
日
本
は
『
西
日
本
新
聞
』、
岩
手
は
『
岩
手
日
報
』

を
指
し
て
い
る
（
基
本
的
に
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
）。

　
　
第
一
章

　
は
じ
め
に

　
　
第
一
節
　
本
稿
の
課
題

　
の
ち
に
「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
」
と
命
名
（
気
象
庁
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
夜
に
は

じ
ま
る
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
一
連
の
地
震
に
よ
っ
て
（
以
下
、
熊
本
地
震
と
記
す
）、
熊
本
県
内
の
各
地
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
後
日
、
四
月
一
四
日
二
一
時
二
六
分
に
起
き
た
地
震
は
「
前
震
」（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
）、
そ
の
約
二
八
時
間
後
の

一
六
日
一
時
二
五
分
に
起
き
た
地
震
は
「
本
震
」（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
２
日
間
の
う
ち
に
同

論　　説
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第
四
節

　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

第
三
章

　
熊
本
地
震
と
益
城
町
役
場

　
　
第
一
節

　
本
庁
舎
機
能
の
喪
失
―
一
部
立
入
り
禁
止

　
　
第
二
節

　
執
務
環
境
の
整
備
―
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
と
文
書
管
理

　
　
第
三
節

　
本
庁
舎
外
で
の
執
務
再
開
と
文
書
管
理

　
　
第
四
節

　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

第
四
章

　
お
わ
り
に

　
　
※	

新
聞
記
事
の
注
記
は
、
新
聞
社
名
・
発
行
年
（
二
〇
一
六
年
の
場
合
は
、
一
六
と
記
す
）
―
月
―
日
（
夕
刊
の
み
明
記
）
の
順
で
、

基
本
的
に
本
文
中
に
記
し
た
。
た
と
え
ば
、
熊
日
は
『
熊
本
日
日
新
聞
』、
西
日
本
は
『
西
日
本
新
聞
』、
岩
手
は
『
岩
手
日
報
』

を
指
し
て
い
る
（
基
本
的
に
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
）。

　
　
第
一
章

　
は
じ
め
に

　
　
第
一
節
　
本
稿
の
課
題

　
の
ち
に
「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
」
と
命
名
（
気
象
庁
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
夜
に
は

じ
ま
る
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
一
連
の
地
震
に
よ
っ
て
（
以
下
、
熊
本
地
震
と
記
す
）、
熊
本
県
内
の
各
地
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
後
日
、
四
月
一
四
日
二
一
時
二
六
分
に
起
き
た
地
震
は
「
前
震
」（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
）、
そ
の
約
二
八
時
間
後
の

一
六
日
一
時
二
五
分
に
起
き
た
地
震
は
「
本
震
」（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
２
日
間
の
う
ち
に
同
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一
観
測
点
で
２
度
も
震
度
７
が
観
測
さ
れ
た
の
は
、
気
象
庁
の
観
測
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
」

（
１
）。

　
自
治
体
の
行
政
庁
舎
は
、本
来
で
あ
れ
ば
、災
害
対
応
の
拠
点
と
な
る「
場
所
」で
あ
る
と
同
時
に
、住
民
が
避
難
す
る「
場
所
」に
な
る
。

し
か
し
、
震
度
七
が
二
回
（
前
震
か
ら
二
八
時
間
以
内
）、
震
度
六
弱
以
上
が
七
回
（
前
震
か
ら
三
六
時
間
以
内
）
と
大
き
な
地
震
が

立
て
続
け
に
起
こ
る
な
か
（
熊
日
一
六
―
五
―
二
七
）、
熊
本
県
内
の
複
数
の
自
治
体
で
は
、
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
る
と
い
う
予

期
し
な
い
事
態
に
陥
っ
た
。
熊
本
県
に
よ
る
と
、
熊
本
地
震
で
震
度
六
弱
以
上
を
経
験
し
た
住
民
は
県
人
口
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
の

ぼ
り
（
熊
日
一
六
―
五
―
九
）、
県
内
四
五
市
町
村
中
の
二
九
市
町
村
で
行
政
庁
舎
・
学
校
・
文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
に
被
害
が

出
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
二
九
）。
熊
本
県
内
で
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
自
治
体
は
、
大
津
町
（
四
月
一
五
日
）・
宇
土
市
（
同

一
六
日
）・
益
城
町
（
同
一
六
日
）・
八
代
市
（
同
一
七
日
）・
人
吉
市
（
二
二
日
）
の
五
市
町
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
四
―
二
三
）（

２
）。

こ
れ
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
庁
舎
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
基
礎
自
治
体
の
数
が
六
県
一
三
市
町
村
（
津
波
に

よ
る
移
転
は
四
市
町
村
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
（
こ
こ
に
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
移
転
は
含
ま
れ

て
い
な
い
）

（
３
）、

一
つ
の
県
と
し
て
は
相
当
多
い
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
熊
本
地
震
に
よ
り
熊
本
県
内
の
自
治
体
で
は
行
政
庁
舎
に
大
き
な
被
害
が
出
た
が
、
近
代
的
な
職
務
執
行
が
文
書

（A
kte

）
と
公
務
員
（B
eam

te

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
公
務
員
と
業
務
に
伴
う
物
財
装
置
・
文
書
装
置
の
総
体
が
役
所
（B

üro

）
を
形

作
る
と
い
う
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
視
点
か
ら
整
理
す
る
な
ら
ば
、

（
４
）

震
災
に
よ
っ
て
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
自
治
体
で
は
次
の
よ

う
な
問
題
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
庁
舎
が
被
災
す
る
こ
と
で
、
庁
舎
内
の
諸
設
備
（
物
財
や
行
政
文
書
）

の
一
部
に
被
害
が
生
じ
た
。
加
え
て
、
行
政
庁
舎
へ
の
立
入
り
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
、
庁
舎
内
に
残
さ
れ
た
（
被
害
を
受
け
て
い
な

い
）
物
財
や
行
政
文
書
の
利
用
が
困
難
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
職
員
自
身
が
被
災
者
と
な
り
、
通
常
業
務
と
は
異
な
る
震
災
対
応
の
た

め
の
「
応
急
業
務
」（

５
）が

急
増
し
た
こ
と
で
、
執
務
の
担
い
手
自
体
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
役
所
を
形
成
す

行政庁舎の被災と文書による行政
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る
職
員
・
物
財
・
文
書
の
す
べ
て
に
つ
い
て
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
る
状
況
に
陥
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
職
務
遂
行
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
宇
土
市
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
長
は
後
日
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
６
）

　
　	

庁
舎
が
被
災
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
要
な
業
務
以
外
は
全
部
停
止
し
ま
し
た
。
住
民
票
や
納
税
の
証
明
、
罹
災
証
明
書

以
外
は
全
部
止
め
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
現
場
が
回
ら
な
い
。
そ
の
他
の
職
員
は
全
員
、
市
内
全
域
の
避
難
所
に
散
ら
ば
っ
て

い
た
状
況
で
し
た
。

　
行
政
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
る
な
か
で
執
務
の
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
宇
土
市
の
職
員
は
、「
市
職
員
と
し
て
第
一
に
震

災
対
応
に
当
た
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
並
行
し
て
最
低
限
の
通
常
業
務
も
処
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
、
職
員
が
苦
労

し
て
い
る
点
だ
と
思
う
。
そ
の
う
え
、
今
回
の
場
合
、
庁
舎
が
半
壊
す
る
と
い
う
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
の
も
業
務
の
負
担
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）

行
政
庁
舎
が
被
災
し
た
こ
と
で
、
宇
土
市
役
所
は
行
政
機
関
と
し
て
危
機
的
状
況
に
陥
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
震
災
に
よ
り
自
治
体
の
行
政
庁
舎
が
利
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
行
政
が
そ
の
活
動
の
基
礎
に

置
く
「
文
書
に
よ
る
行
政
」（

８
）を

ど
の
よ
う
に
再
開
／
継
続
さ
せ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
規
模
震
災
に
関
す
る
行
政
学
か

ら
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
専
ら
震
災
後
の
中
央
政
府
や
自
治
体
の
行
財
政
対
応
、
た
と
え
ば
職
員
の
行
動
や
実
施
体
制
・
組
織
間
連
携
、

復
興
計
画
や
事
業
内
容
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。

（
９
）

ま
た
、
中
央
政
府
や
自
治
体
に
よ
る
震
災
記
録
（
記
録
誌
・
検
証
報
告
・
活
動

報
告
等
）
は
、
管
見
の
限
り
、
行
政
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。）

（1
（

本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
主
題
と
し
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た）

（（
（

様
々
な
行
政
活
動
の
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る
職
員
・
物
財
・
文
書
の
す
べ
て
に
つ
い
て
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
る
状
況
に
陥
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
職
務
遂
行
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
宇
土
市
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
長
は
後
日
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
６
）

　
　	

庁
舎
が
被
災
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
要
な
業
務
以
外
は
全
部
停
止
し
ま
し
た
。
住
民
票
や
納
税
の
証
明
、
罹
災
証
明
書

以
外
は
全
部
止
め
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
現
場
が
回
ら
な
い
。
そ
の
他
の
職
員
は
全
員
、
市
内
全
域
の
避
難
所
に
散
ら
ば
っ
て

い
た
状
況
で
し
た
。

　
行
政
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
る
な
か
で
執
務
の
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
宇
土
市
の
職
員
は
、「
市
職
員
と
し
て
第
一
に
震

災
対
応
に
当
た
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
並
行
し
て
最
低
限
の
通
常
業
務
も
処
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
、
職
員
が
苦
労

し
て
い
る
点
だ
と
思
う
。
そ
の
う
え
、
今
回
の
場
合
、
庁
舎
が
半
壊
す
る
と
い
う
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
の
も
業
務
の
負
担
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）

行
政
庁
舎
が
被
災
し
た
こ
と
で
、
宇
土
市
役
所
は
行
政
機
関
と
し
て
危
機
的
状
況
に
陥
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
震
災
に
よ
り
自
治
体
の
行
政
庁
舎
が
利
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
行
政
が
そ
の
活
動
の
基
礎
に

置
く
「
文
書
に
よ
る
行
政
」（

８
）を

ど
の
よ
う
に
再
開
／
継
続
さ
せ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
規
模
震
災
に
関
す
る
行
政
学
か

ら
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
専
ら
震
災
後
の
中
央
政
府
や
自
治
体
の
行
財
政
対
応
、
た
と
え
ば
職
員
の
行
動
や
実
施
体
制
・
組
織
間
連
携
、

復
興
計
画
や
事
業
内
容
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。

（
９
）

ま
た
、
中
央
政
府
や
自
治
体
に
よ
る
震
災
記
録
（
記
録
誌
・
検
証
報
告
・
活
動

報
告
等
）
は
、
管
見
の
限
り
、
行
政
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。）

（1
（

本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
主
題
と
し
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た）

（（
（

様
々
な
行
政
活
動
の
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基
盤
に
あ
る
「
文
書
」
の
管
理
（
収
受
・
起
案
・
決
裁
・
保
存
・
廃
棄
な
ど
の
文
書
事
務
）
に
焦
点
を
あ
て
る
。
具
体
的
に
は
、
熊
本

地
震
で
行
政
庁
舎
が
被
災
し
、
震
災
直
後
か
ら
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
宇
土
市
（
人
口
約
三
七
〇
〇
〇
人
）
と
益
城
町
（
人
口

約
三
四
〇
〇
〇
人
）
を
取
り
上
げ
、）

（1
（

地
震
に
よ
り
本
庁
舎
が
使
え
な
く
な
る
と
い
う
非
常
事
態
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
が
行
政

事
務
の
基
本
に
あ
る
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
熊
本
地
震
後
、
宇
土
市
役
所
で
は
市
庁
舎

に
立
入
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、「
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
日
本
、
事
務
機
器
、
文
書
を
持
ち
出
せ
ず
、
ゼ
ロ
か
ら
行
政
機
能
を
つ

く
り
上
げ
て
い
っ
た
よ
う
な
対
応
」）

（1
（

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
益
城
町
で
は
「
役
場
機
能
が
マ
ヒ
し
、
生
活
保
護
や
住
民
税
手
続
き

な
ど
の
通
常
業
務
を
再
開
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
況
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日
一
六
―
四
―
二
三
）。
こ
う

し
た
二
つ
の
自
治
体
は
、
本
稿
の
検
討
事
例
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
第
二
節
　
熊
本
地
震
前
の
宇
土
市
役
所
と
益
城
町
役
場

　
熊
本
地
震
前0

の
宇
土
市
役
所
と
益
城
町
役
場
の
状
況
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
宇
土
市
役
所
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
「
震
度
６
強
程
度
の
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。

更
に
は
、
複
雑
な
構
造
が
故
、
耐
震
補
強
が
困
難
で
あ
り
改
築
を
勧
め
る
」
と
の
耐
震
診
断
が
出
さ
れ
て
い
た
。）

（1
（

そ
し
て
、
熊
本
地
震

が
起
こ
る
前
月
の
二
〇
一
六
年
三
月
の
市
議
会
（
本
会
議
）
で
、
市
長
が
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
答
弁
を
し
て
い
た
。）

（1
（

同
月
の
「
広

報
う
と
」
に
は
「
新
庁
舎
建
設

　
只
今
検
討
中
!!
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
四
月
に
は
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
市
民
に
送
付
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
日
の
夜
に
発
生
し
た
の
が
熊
本
地
震
の「
前

震
」
で
あ
っ
た
。）

（1
（

　
一
方
、
益
城
町
役
場
は
、
熊
本
地
震
前
の
二
〇
一
二
年
に
耐
震
工
事
を
終
え
、
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
益
城
町
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は
前
震
で
震
度
七
、
本
震
で
も
震
度
七
を
観
測
し
、
町
役
場
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。）

（1
（

　
以
上
の
よ
う
に
熊
本
地
震
前0

の
庁
舎
対
応
に
つ
い
て
は
両
自
治
体
間
で
違
い
が
見
ら
れ
た
が
、
益
城
町
役
場
の
状
況
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
耐
震
工
事
を
し
て
も
な
お
予
期
せ
ぬ
事
態
へ
の
備
え
は
必
要
で
あ
る
。）

（1
（

こ
の
点
に
お
い
て
両
自
治
体
は
、
行
政
自
身
が
被
災
し

た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
体
制
・
手
順
で
対
応
す
る
か
を
記
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画

　B
usiness C

ontinuity Plan

）
を
策
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
災
害
対
策
基
本
法
第
四
二
条
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
、

二
〇
一
五
年
に
内
閣
府
か
ら
出
さ
れ
た
「
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
」
に
よ
る
と
「
本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎
の
特
定
」
や
「
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
な
ど
六
つ
の
要
素
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
。）

（1
（

宇
土
市
は
二
〇
一
六
年
度
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。）

11
（

ち
な
み
に
、
熊
本
地
震
前
の
二
〇
一
五
年
末
時
点
で
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
策
定
し
て
い
た
自
治
体
は
、
熊
本
県
内
の
四
五
市
町
村
中
、
熊
本
市･

八
代
市
な
ど
一
七
市
町
村
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―

二
七
））

1（
（

。

　
　
第
二
章

　
熊
本
地
震
と
宇
土
市
役
所）

11
（

　
　
第
一
節
　
本
庁
舎
倒
壊
の
危
機
―
立
入
り
禁
止

一
．
前
震
と
市
役
所

　
宇
土
市
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
の
「
前
震
」
で
震
度
五
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
「
前
震
」
に
よ
っ
て
、
一
九
六
五

年
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て
の
宇
土
市
役
所
本
庁
舎
に
は
多
く
の
亀
裂
が
入
っ
た
。
本
庁
舎
は
、安
全
の
た
め
に「
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
市
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
者
」
以
外
、
立
入
り
禁
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。）

11
（

こ
れ
は
、
都
市
整
備
課
と
国
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は
前
震
で
震
度
七
、
本
震
で
も
震
度
七
を
観
測
し
、
町
役
場
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。）

（1
（

　
以
上
の
よ
う
に
熊
本
地
震
前0

の
庁
舎
対
応
に
つ
い
て
は
両
自
治
体
間
で
違
い
が
見
ら
れ
た
が
、
益
城
町
役
場
の
状
況
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
耐
震
工
事
を
し
て
も
な
お
予
期
せ
ぬ
事
態
へ
の
備
え
は
必
要
で
あ
る
。）

（1
（

こ
の
点
に
お
い
て
両
自
治
体
は
、
行
政
自
身
が
被
災
し

た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
体
制
・
手
順
で
対
応
す
る
か
を
記
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画

　B
usiness C

ontinuity Plan

）
を
策
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
災
害
対
策
基
本
法
第
四
二
条
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
、

二
〇
一
五
年
に
内
閣
府
か
ら
出
さ
れ
た
「
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
」
に
よ
る
と
「
本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎
の
特
定
」
や
「
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
な
ど
六
つ
の
要
素
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
。）

（1
（

宇
土
市
は
二
〇
一
六
年
度
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。）

11
（

ち
な
み
に
、
熊
本
地
震
前
の
二
〇
一
五
年
末
時
点
で
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
策
定
し
て
い
た
自
治
体
は
、
熊
本
県
内
の
四
五
市
町
村
中
、
熊
本
市･

八
代
市
な
ど
一
七
市
町
村
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―

二
七
））

1（
（

。

　
　
第
二
章

　
熊
本
地
震
と
宇
土
市
役
所）

11
（

　
　
第
一
節
　
本
庁
舎
倒
壊
の
危
機
―
立
入
り
禁
止

一
．
前
震
と
市
役
所

　
宇
土
市
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
の
「
前
震
」
で
震
度
五
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
「
前
震
」
に
よ
っ
て
、
一
九
六
五

年
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て
の
宇
土
市
役
所
本
庁
舎
に
は
多
く
の
亀
裂
が
入
っ
た
。
本
庁
舎
は
、安
全
の
た
め
に「
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
市
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
者
」
以
外
、
立
入
り
禁
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。）

11
（

こ
れ
は
、
都
市
整
備
課
と
国
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の
関
係
機
関
の
意
見
を
踏
ま
え
た
市
長
の
判
断
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
災
害
発
生
時
に
お
け
る
最
高
意
思
決
定
機
関
（
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
枢
））

11
（

は
、
当
該
自
治
体
ご
と
に
設
け
ら

れ
る
災
害
対
策
本
部
で
あ
る
。）

11
（

し
か
し
、宇
土
市
で
は
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拠
点
と
な
る
本
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、）

11
（

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
対
策
本
部
を
本
庁
舎
に
隣
接
す
る
市
役
所
別
館
に
移
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。）

11
（

こ
の
と
き

参
照
さ
れ
た
「
地
域
防
災
計
画
書
」
に
よ
る
と
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
場
所
は
市
役
所
別
館
→
市
庁
舎
内
→
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
順
で

確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
翌
一
五
日
は
、
災
害
対
応
の
た
め
に
市
役
所
は
終
日
閉
庁
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

市
役
所
別
館
一
階
に
住
民
票
や
罹
災
証
明
書
の
受
付
け
の
た
め
の
臨
時
窓
口
が
設
置

さ
れ
た
。）

11
（

本
庁
舎
は
「
同
規
模
の
地
震
が
来
て
も
倒
壊
の
心
配
は
無
い
と
の
判
断
で

あ
っ
た
た
め
、
破
損
ガ
ラ
ス
の
片
付
け
等
の
み
で
、
機
器
・
書
類
の
搬
出
な
ど
は
行

わ
な
か
っ
た
」）

11
（

。

二
．
本
震
と
市
役
所

　
と
こ
ろ
が
、
一
六
日
深
夜
、
宇
土
市
は
「
前
震
」
よ
り
強
い
震
度
六
強
の
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
「
本
震
」
に
よ
っ
て
、
市
役
所
本
庁
舎
の
四
・
五
階
部
分
が

崩
れ
、
建
物
自
体
が
倒
壊
す
る
怖
れ
が
出
て
き
た
（
写
真
１
）。
し
か
も
、
本
庁
舎

は
隣
接
す
る
市
役
所
別
館
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
側
に
崩
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
（
図
１
）。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
地
域
防
災
計
画
書
」
で
は
、
市
役
所
別
館
→
市
庁
舎
内
→
福

（写真１）立入り禁止になった宇土市役所（2016年５月27日撮影）
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祉
セ
ン
タ
ー
の
順
で
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
本
震
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
場
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
災
害
対
策
本
部
は
市
役
所
別
館
に
置
か
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
本
庁
舎
裏
側
に
あ
る
市
役
所
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

そ
こ
に
災
害
対
策
本
部
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
態
は
、
一
九
日
に
市
役

所
機
能
を
市
民
体
育
館
に
移
動
さ
せ
る
ま
で
続
い
た
。）

11
（

な
お
、
こ
の
間
、
一
六
日

一
七
時
以
降
の
災
害
対
策
本
部
会
議
は
、
本
庁
舎
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
と
こ
ろ
に

あ
る
宇
土
合
同
庁
舎
の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。）

1（
（

　
本
震
に
よ
り
本
庁
舎
敷
地
内
は
立
入
り
が
制
限
さ
れ
た
た
め
（
朝
日
一
六
―
四

―
一
六
夕
）、
市
役
所
駐
車
場
に
移
動
し
た
災
害
対
策
本
部
に
は
、
執
務
を
行
な

う
上
で
必
要
と
な
る
備
品
が
ほ
と
ん
ど
何
も
な
か
っ
た
。「
軽
度
の
被
害
で
あ
っ

た
市
役
所
別
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
持
ち
出
せ
る
備
品
の
み
で
対
応
。
使
用
で

き
る
電
話
回
線
は
１
回
線
」）

11
（

「
長
机
と
パ
イ
プ
椅
子
を
並
べ
た
だ
け
」（
熊
日
一
六

―
一
一
―
三
〇
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
は
市
役
所
別
館
か
ら
調
達

し
た
二
台
の
み
で
、）

11
（

電
源
は
別
館
か
ら
延
長
コ
ー
ド
で
確
保
さ
れ
た
。）

11
（

本
震
の
あ
っ

た
一
六
日
夜
は
雨
と
な
り
、
し
か
も
強
い
余
震
が
断
続
的
に
続
い
て
い
た
。
職
員

は
、
救
援
物
資
の
受
入
や
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
現
場
対
応
に
追
わ
れ
た
。
防
災

無
線
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
内
か
ら
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
消

第2書庫

福祉センター 市役所
別　棟

車
庫
棟

市役所本庁舎

合同庁舎

仮設庁舎（後日）

市役所駐車場

市役所
別　館

議会棟

図１ 宇土市役所周辺地図
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祉
セ
ン
タ
ー
の
順
で
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
本
震
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
場
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
災
害
対
策
本
部
は
市
役
所
別
館
に
置
か
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
本
庁
舎
裏
側
に
あ
る
市
役
所
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

そ
こ
に
災
害
対
策
本
部
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
態
は
、
一
九
日
に
市
役

所
機
能
を
市
民
体
育
館
に
移
動
さ
せ
る
ま
で
続
い
た
。）

11
（

な
お
、
こ
の
間
、
一
六
日

一
七
時
以
降
の
災
害
対
策
本
部
会
議
は
、
本
庁
舎
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
と
こ
ろ
に

あ
る
宇
土
合
同
庁
舎
の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。）

1（
（

　
本
震
に
よ
り
本
庁
舎
敷
地
内
は
立
入
り
が
制
限
さ
れ
た
た
め
（
朝
日
一
六
―
四

―
一
六
夕
）、
市
役
所
駐
車
場
に
移
動
し
た
災
害
対
策
本
部
に
は
、
執
務
を
行
な

う
上
で
必
要
と
な
る
備
品
が
ほ
と
ん
ど
何
も
な
か
っ
た
。「
軽
度
の
被
害
で
あ
っ

た
市
役
所
別
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
持
ち
出
せ
る
備
品
の
み
で
対
応
。
使
用
で

き
る
電
話
回
線
は
１
回
線
」）

11
（

「
長
机
と
パ
イ
プ
椅
子
を
並
べ
た
だ
け
」（
熊
日
一
六

―
一
一
―
三
〇
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
は
市
役
所
別
館
か
ら
調
達

し
た
二
台
の
み
で
、）

11
（

電
源
は
別
館
か
ら
延
長
コ
ー
ド
で
確
保
さ
れ
た
。）

11
（

本
震
の
あ
っ

た
一
六
日
夜
は
雨
と
な
り
、
し
か
も
強
い
余
震
が
断
続
的
に
続
い
て
い
た
。
職
員

は
、
救
援
物
資
の
受
入
や
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
現
場
対
応
に
追
わ
れ
た
。
防
災

無
線
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
内
か
ら
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
消

第2書庫

福祉センター 市役所
別　棟

車
庫
棟
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合同庁舎
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防
無
線
と
の
連
携
機
能
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
消
防
署
か
ら
放
送
さ
れ
た
。）

11
（

な
お
、
本
震
直
後
、
宇
土
市
の
面
す
る
有
明
海
で

津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
が
、
約
一
時
間
後
に
解
除
さ
れ
た
。）

11
（

庁
舎
そ
の
も
の
へ
の
津
波
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

　
災
害
対
策
本
部
の
事
務
局
機
能
は
、
危
機
管
理
課
の
七
名
の
職
員
（
非
常
勤
を
含
む
）
で
担
わ
れ
た
。
し
か
し
、
災
害
対
策
本
部
で

利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
は
一
八
日
に
な
っ
て
も
三
台
し
か
な
か
っ
た
。）

11
（

こ
う
し
た
状
況
は
、
一
九
日
に
災
害
対
策
本
部
を
市
民
体
育
館

に
移
し
た
後
も
続
い
た
。）

11
（

　
こ
う
し
た
な
か
で
被
災
情
報
の
整
理
や
記
録
は
、
メ
モ
書
き
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
意
思
決
定
は
、
起
案
書
（
定
型
の
用
紙
）

を
使
う
こ
と
な
く
白
紙
を
用
い
る
と
い
う
、
所
謂
「
簡
易
決
裁
」
と
い
わ
れ
る
簡
略
化
し
た
方
法
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、「
決
裁
版
」

と
い
わ
れ
る
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
が
使
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
他
自
治
体
か
ら
の
支
援
物
資
の
な
か
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
支
援

物
資
の
な
か
に
は
、
通
常
業
務
に
必
要
と
な
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
パ
ソ
コ
ン
類
も
入
っ
て
い
た
。）

11
（

そ
し
て
決
裁
さ
れ
た
文
書
は
、
差
し
当

た
り
段
ボ
ー
ル
箱
に
格
納
・
保
存
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
メ
モ
書
き
の
文
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
配
備
さ
れ
た

後
に
、
必
要
に
応
じ
て
ワ
ー
ド
に
よ
る
文
書
等
に
整
え
ら
れ
た
。
メ
モ
本
体
に
つ
い
て
は
、
一
年
保
存
の
後
に
廃
棄
さ
れ
た
。

三
．
本
庁
舎
へ
の
立
入
り
禁
止

　
本
震
以
降
、
本
庁
舎
・
別
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
議
会
棟
・
車
庫
棟
は
、
事
実
上
、
立
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
四
月
二
三
日

に
本
庁
舎
周
辺
は
災
害
対
策
基
本
法
第
六
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
「
警
戒
区
域
」
と
な
り
、）

11
（

法
的
に
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
同
法
第
一
一
六
条
第
二
項
に
よ
り
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
と
な
る
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
災
害
対
策
基
本
法
第
六
三
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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災
害
が
発
生
し
、
又
は
ま
さ
に
発
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た

め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
警
戒
区
域
を
設
定
し
、
災
害
応
急
対
策
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
に
対

し
て
当
該
区
域
へ
の
立
入
り
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は
当
該
区
域
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
庁
舎
周
辺
が
「
警
戒
区
域
」
と
し
て
立
入
り
禁
止
に
な
っ
た
影
響
に
つ
い
て
、
職
員
は
後
日
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
通
常

業
務
に
お
い
て
は
、
庁
舎
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
機
器
・
消
耗
品
が
揃
わ
な

い
状
況
も
あ
り
業
務
が
進
ま
ず
、
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
業
務
に
よ
っ
て
は
滞
っ
て

し
ま
う
も
の
も
あ
っ
た
」）

1（
（

と
。
本
庁
舎
周
辺
が
「
警
戒
区
域
」
に
さ
れ
た
こ
と
で
、

宇
土
市
役
所
は
平
常
時
の
執
務
環
境
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
、
庁
舎

に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
宇
土
市
役
所
は
ど
の
よ
う
に

「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
立
て
直
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
第
二
節
　
本
庁
舎
外
で
の
執
務
再
開
と
文
書
管
理

一
．
市
民
体
育
館
へ
の
移
動
と
執
務
環
境
の
整
備

　
四
月
一
九
日
に
市
役
所
機
能
は
、
本
庁
舎
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場

所
に
あ
る
市
民
体
育
館
に
移
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
市
民
体
育
館
へ
の
移
動
に
際
し

て
は
、
本
庁
舎
か
ら
文
書
類
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「
基
本
的

に
人
だ
け
の
移
動
」）

11
（

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
現
場
対
応
を
最
優
先
し
つ
つ
、

（写真２）市役所機能が移された市民体育館（2016年５月27日撮影）
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災
害
が
発
生
し
、
又
は
ま
さ
に
発
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た

め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
警
戒
区
域
を
設
定
し
、
災
害
応
急
対
策
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
に
対

し
て
当
該
区
域
へ
の
立
入
り
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は
当
該
区
域
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
庁
舎
周
辺
が
「
警
戒
区
域
」
と
し
て
立
入
り
禁
止
に
な
っ
た
影
響
に
つ
い
て
、
職
員
は
後
日
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
通
常

業
務
に
お
い
て
は
、
庁
舎
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
機
器
・
消
耗
品
が
揃
わ
な

い
状
況
も
あ
り
業
務
が
進
ま
ず
、
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
業
務
に
よ
っ
て
は
滞
っ
て

し
ま
う
も
の
も
あ
っ
た
」）

1（
（

と
。
本
庁
舎
周
辺
が
「
警
戒
区
域
」
に
さ
れ
た
こ
と
で
、

宇
土
市
役
所
は
平
常
時
の
執
務
環
境
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
、
庁
舎

に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
宇
土
市
役
所
は
ど
の
よ
う
に

「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
立
て
直
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
第
二
節
　
本
庁
舎
外
で
の
執
務
再
開
と
文
書
管
理

一
．
市
民
体
育
館
へ
の
移
動
と
執
務
環
境
の
整
備

　
四
月
一
九
日
に
市
役
所
機
能
は
、
本
庁
舎
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場

所
に
あ
る
市
民
体
育
館
に
移
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
市
民
体
育
館
へ
の
移
動
に
際
し

て
は
、
本
庁
舎
か
ら
文
書
類
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「
基
本
的

に
人
だ
け
の
移
動
」）

11
（

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
現
場
対
応
を
最
優
先
し
つ
つ
、

（写真２）市役所機能が移された市民体育館（2016年５月27日撮影）
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執
務
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
市
民
体
育
館
に
集
め
ら
れ
た
の
は
、
市
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
窓
口
業
務
を
行
う
部
署
で
あ
っ
た

（
建
設
部
の
土
木
課
や
都
市
整
備
課
、
経
済
部
の
農
林
水
産
課
や
商
工
観
光
課
は
別
の
場
所
に
置
か
れ
た
））

11
（

。
市
民
体
育
館
は
、
地
震
前

に
耐
震
改
修
が
な
さ
れ
て
い
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。

 

（
一
）
電
算
シ
ス
テ
ム

　
自
治
体
の
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
行
う
上
で
必
須
の
設
備
で
あ
る
。
当
時
、
宇
土
市
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
情
報

系
シ
ス
テ
ム
」
と
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」
に
分
か
れ
て
い
た
。）

11
（

①
情
報
系
シ
ス
テ
ム

　
宇
土
市
の
「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、）

11
（

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル
・
共
有
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
等
の
ほ
か
、

文
書
管
理
や
財
務
会
計
そ
の
他
の
行
政
事
務
全
般
を
取
り
扱
う
も
の
で
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
「
ク
ラ
ウ
ド
化
」
さ
れ
て
い
た
。
ク
ラ

ウ
ド
と
は
、「
機
器
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
保
有
・
管
理
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
形
式
」
の
こ
と
で
あ
る
。）

11
（

宇
土
市
で
は
、
市
外
に
置
か
れ
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
サ
ー
バ
を
構
築
）
が
被
災
し
な

か
っ
た
た
め
、
地
震
直
後
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
震
災
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
震
後
、
最
初
に
調
達
さ
れ
た
二
台
の
パ

ソ
コ
ン
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
使
わ
れ
た
。）

11
（

　
ま
た
宇
土
市
で
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
バ
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
業
務
用
デ
ー
タ
を
集
中
管
理
す
る
「
シ
ン

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」
方
式
を
導
入
し
て
お
り
、
職
員
の
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
に
は
最
低
限
の
機
能
し
か
持
た
せ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、市
民
体
育
館
が
臨
時
市
役
所
に
な
っ
た
と
し
て
も
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
市
外
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
繋
ぐ
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、

行政庁舎の被災と文書による行政
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職
員
は
本
庁
舎
か
ら
個
々
に
割
り
当
て
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
出
す
こ
と
な
く
（
市
役
所
に
立
入
る
こ
と
な
く
）、
地
震
前
に
市
役

所
に
あ
っ
た
業
務
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。

②
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
住
民
票
・
税
情
報
等
の
住
民
情
報
を
取
り
扱
う
の
が
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
宇
土
市
の
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
情
報
系
シ
ス
テ
ム
と
は
「
相
互
通
信
で
き
な
い
よ
う
に
、
完
全
に
分
離
」）

11
（

さ
れ
て
い
た
。
こ
の

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
は
市
役
所
別
館
三
階
に
置
か
れ
た
サ
ー
バ
機
器
（
電
算
室
）
が
無
事
で
あ
っ
た
た
め
、）

11
（

外
部
か
ら
住
民
情
報
（
電
子

デ
ー
タ
）
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
岩
手
一
六
―
五
―
三
）。

　
以
上
の
よ
う
に
宇
土
市
役
所
は
シ
ス
テ
ム
面
に
お
い
て
、
本
庁
舎
が
被
災
し
た
と
し
て
も
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
も
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
前
提
と
な
る
非
常
用
電
源
装
置
や
電
力
送
電
部
分
に
大
き
な
損
傷
は
な
か
っ
た
（
非
常
用
電
源
装
置
は
本

庁
舎
裏
の
屋
外
に
置
か
れ
て
い
た
）。
宇
土
市
役
所
で
は
本
庁
舎
外
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
執
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
市
民
体
育
館
に
移
動
す
る
ま
で
シ
ス
テ
ム
が
平
常
時
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。）

11
（

そ
れ
は
、
避
難
所
運
営
や

救
援
物
資
の
配
布
な
ど
の
被
災
者
対
応
が
最
優
先
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
体
育
館
に
移
っ
た
後
も
、
避
難
所
な
ど
に
職

員
が
割
か
れ
、
罹
災
証
明
書
交
付
の
前
提
と
な
る
住
家
等
の
被
害
状
況
調
査
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
で
被
害
を
認

定
））

1（
（

ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。）

11
（

そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
条
件
は
整
っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
作
業
が
追
い
つ
か

な
い
状
態
が
続
い
た
。
加
え
て
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
回
復
し
て
い
く
上
で
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
に
直
面
し
た
。
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職
員
は
本
庁
舎
か
ら
個
々
に
割
り
当
て
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
出
す
こ
と
な
く
（
市
役
所
に
立
入
る
こ
と
な
く
）、
地
震
前
に
市
役

所
に
あ
っ
た
業
務
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。

②
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
住
民
票
・
税
情
報
等
の
住
民
情
報
を
取
り
扱
う
の
が
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
宇
土
市
の
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
情
報
系
シ
ス
テ
ム
と
は
「
相
互
通
信
で
き
な
い
よ
う
に
、
完
全
に
分
離
」）

11
（

さ
れ
て
い
た
。
こ
の

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
は
市
役
所
別
館
三
階
に
置
か
れ
た
サ
ー
バ
機
器
（
電
算
室
）
が
無
事
で
あ
っ
た
た
め
、）

11
（

外
部
か
ら
住
民
情
報
（
電
子

デ
ー
タ
）
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
岩
手
一
六
―
五
―
三
）。

　
以
上
の
よ
う
に
宇
土
市
役
所
は
シ
ス
テ
ム
面
に
お
い
て
、
本
庁
舎
が
被
災
し
た
と
し
て
も
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
も
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
前
提
と
な
る
非
常
用
電
源
装
置
や
電
力
送
電
部
分
に
大
き
な
損
傷
は
な
か
っ
た
（
非
常
用
電
源
装
置
は
本

庁
舎
裏
の
屋
外
に
置
か
れ
て
い
た
）。
宇
土
市
役
所
で
は
本
庁
舎
外
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
執
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
市
民
体
育
館
に
移
動
す
る
ま
で
シ
ス
テ
ム
が
平
常
時
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。）

11
（

そ
れ
は
、
避
難
所
運
営
や

救
援
物
資
の
配
布
な
ど
の
被
災
者
対
応
が
最
優
先
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
体
育
館
に
移
っ
た
後
も
、
避
難
所
な
ど
に
職

員
が
割
か
れ
、
罹
災
証
明
書
交
付
の
前
提
と
な
る
住
家
等
の
被
害
状
況
調
査
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
で
被
害
を
認

定
））

1（
（

ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。）

11
（

そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
条
件
は
整
っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
作
業
が
追
い
つ
か

な
い
状
態
が
続
い
た
。
加
え
て
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
回
復
し
て
い
く
上
で
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
に
直
面
し
た
。
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（
二
）「
文
書
に
よ
る
行
政
」
再
開
の
課
題

　
宇
土
市
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
二
〇
〇
一
年
に
公
文
書
管
理
条
例
（
宇
土
市
文
書
管
理
条
例
）
を
制
定
し
、
熊
本
地
震
前
か
ら
フ
ォ

ル
ダ
ー
形
式
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文
書
管
理
を
厳
格
に
行
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
完
結
文
書
（
紙
ベ
ー
ス
で
決
裁
・
供
覧
）
の
う
ち
当
該
年
度
及
び
前
年
度
の
二
年
分
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
の
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
に
置
か
れ
た
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
格
納
さ
れ
た
。）

11
（

具
体
的
に
は
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
上
段
に

は
当
該
年
度
の
文
書
が
、下
段
に
は
前
年
度
の
文
書
が
納
め
ら
れ
た
。
ま
た
、進
行
中
の
文
書
は
、退
庁
時
や
使
用
し
な
い
と
き
に
は「
や

り
か
け
フ
ォ
ル
ダ
」
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
上
段
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
宇
土
市
で
は
、
文
書
の
私
物
化
を
防
止
し
、
執
務
室
内
に
不
用
文
書
が
氾
濫
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
既
決
・
未
決
に
か

か
わ
ら
ず
文
書
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
が
、
地
震
前
か
ら
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

宇
土
市
文
書
管
理
条
例
第
二
七
条
で
毎
月
二
一
日
を
「
文
書
管
理
の
日
」
と
定
め
、
課
ご
と
に
点
検
を
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
宇

土
市
役
所
で
は
文
書
管
理
に
対
す
る
意
識
の
徹
底
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ

う
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
の
問
題
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
確
保
で
あ
る
。
宇
土
市
役
所
に
は
本
庁
舎
内
だ
け
で
も
と
も
と
二
〇
〇
台
以
上
の
端
末
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
結
果
、
パ
ソ
コ
ン
が
不
足
し
、
四
月
二
七
日
に
よ
う
や
く
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

端
末
を
各
課
に
一
台
設
置
で
き
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。）

11
（

通
常
業
務
が
再
開
さ
れ
た
五
月
一
〇
日
に
な
っ
て
も
（
熊
日
一
六
―
五
―

一
一
）、
各
課
で
準
備
で
き
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
一
台
と
内
線
電
話
一
台
で
あ
っ
た
（
朝
日
一
六
―
九
―
一
四
西
部
）。
市
民
体
育
館
に

い
る
約
一
五
〇
人
の
職
員
に
一
人
一
台
の
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
五
月
二
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。）

11
（

本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
回
復
す
る
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
確
保
す
る
こ
と

行政庁舎の被災と文書による行政
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は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。）

11
（

　
第
二
の
問
題
は
、
交
付
用
紙
の
確
保
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
文
書
の
書
式
（
様
式
）
は
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、住
民
票
な
ど
の
交
付
用
紙
に
は
偽
造
を
防
止
す
る
た
め
に
特
殊
な
加
工
が
施
さ
れ
て
お
り
、特
別
な
用
紙
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
地
震
に
よ
り
、
こ
う
し
た
用
紙
を
保
管
す
る
本
庁
舎
横
の
倉
庫
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
用
紙
を
新
た
に
確

保
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日
一
六
―
一
二
―
一
）。
た
と
え
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
と
し
て
も
、
特
別
の
用

紙
が
な
け
れ
ば
文
書
を
交
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
最
終
的
に
支
所
か
ら
用
紙
を
調
達
す
る
こ
と
で
ク
リ

ア
さ
れ
た
（
熊
日
一
六
―
一
二
―
一
）。「
申
請
書
や
改
ざ
ん
防
止
用
紙
な
ど
の
消
耗
品
が
無
く
、
支
所
に
保
管
し
て
あ
っ
た
旧
様
式
を

使
用
し
て
業
務
を
実
施
し
た
が
、
整
備
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
た
」
の
で
あ
る
。）

11
（

ま
た
、
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
際
な
ど
に
必
要
と

な
る
市
長
の
「
公
印
」
は
、
本
庁
舎
内
か
ら
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
作
り
直
さ
れ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
七
））

11
（

。

　
第
三
の
問
題
は
、
文
書
の
保
管
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
災
害
復
旧
工
事
の
実
施
な
ど
、
復
旧
の
た
め
の
予
算
・
補
助
金
関
係
の
業
務

が
新
た
に
生
じ
て
い
た
。
本
庁
舎
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
、
日
々
作
成
さ
れ
る
文
書
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
か
は
、
職
員

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
実
際
、
四
月
一
九
日
に
市
役
所
機
能
が
市
民
体
育
館
に
移
さ
れ
て
か
ら
は
、
支
援
物
資
が
入
っ
て

い
た
段
ボ
ー
ル
箱
が
書
類
の
分
別･

整
理
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
が
文
書
棚
や
Ａ
４
判
文
書
を
入
れ
る
決
裁
箱
な
ど
に
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
熊
日
一
六
―
六
―
四
）。
し
か
し
、
住
民
へ
の
対
応
が
最
優
先
さ
れ
る
な
か
、
文
書
保
管
の
問
題
は
後
回
し
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
文
書
管
理
担
当
課
（
総
務
課
行
政
係
）
は
、
文
書
管
理
に
必
要
と
な
る
物
品
の
早
急
な
確
保
を
目
指
し
た
。
補
正
予
算
の
専
決
処
分

に
基
づ
き
文
書
管
理
用
品
と
し
て
、
個
別
／
決
裁
用
／
や
り
か
け
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
ラ
ベ
ル
、
Ｃ
Ｄ
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ク
リ
ヤ
ー
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は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。）

11
（

　
第
二
の
問
題
は
、
交
付
用
紙
の
確
保
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
文
書
の
書
式
（
様
式
）
は
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、住
民
票
な
ど
の
交
付
用
紙
に
は
偽
造
を
防
止
す
る
た
め
に
特
殊
な
加
工
が
施
さ
れ
て
お
り
、特
別
な
用
紙
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
地
震
に
よ
り
、
こ
う
し
た
用
紙
を
保
管
す
る
本
庁
舎
横
の
倉
庫
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
用
紙
を
新
た
に
確

保
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日
一
六
―
一
二
―
一
）。
た
と
え
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
と
し
て
も
、
特
別
の
用

紙
が
な
け
れ
ば
文
書
を
交
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
最
終
的
に
支
所
か
ら
用
紙
を
調
達
す
る
こ
と
で
ク
リ

ア
さ
れ
た
（
熊
日
一
六
―
一
二
―
一
）。「
申
請
書
や
改
ざ
ん
防
止
用
紙
な
ど
の
消
耗
品
が
無
く
、
支
所
に
保
管
し
て
あ
っ
た
旧
様
式
を

使
用
し
て
業
務
を
実
施
し
た
が
、
整
備
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
た
」
の
で
あ
る
。）

11
（

ま
た
、
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
際
な
ど
に
必
要
と

な
る
市
長
の
「
公
印
」
は
、
本
庁
舎
内
か
ら
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
作
り
直
さ
れ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
七
））

11
（

。

　
第
三
の
問
題
は
、
文
書
の
保
管
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
災
害
復
旧
工
事
の
実
施
な
ど
、
復
旧
の
た
め
の
予
算
・
補
助
金
関
係
の
業
務

が
新
た
に
生
じ
て
い
た
。
本
庁
舎
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
、
日
々
作
成
さ
れ
る
文
書
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
か
は
、
職
員

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
実
際
、
四
月
一
九
日
に
市
役
所
機
能
が
市
民
体
育
館
に
移
さ
れ
て
か
ら
は
、
支
援
物
資
が
入
っ
て

い
た
段
ボ
ー
ル
箱
が
書
類
の
分
別･

整
理
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
が
文
書
棚
や
Ａ
４
判
文
書
を
入
れ
る
決
裁
箱
な
ど
に
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
熊
日
一
六
―
六
―
四
）。
し
か
し
、
住
民
へ
の
対
応
が
最
優
先
さ
れ
る
な
か
、
文
書
保
管
の
問
題
は
後
回
し
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
文
書
管
理
担
当
課
（
総
務
課
行
政
係
）
は
、
文
書
管
理
に
必
要
と
な
る
物
品
の
早
急
な
確
保
を
目
指
し
た
。
補
正
予
算
の
専
決
処
分

に
基
づ
き
文
書
管
理
用
品
と
し
て
、
個
別
／
決
裁
用
／
や
り
か
け
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
ラ
ベ
ル
、
Ｃ
Ｄ
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ク
リ
ヤ
ー
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フ
ォ
ル
ダ
ー
、
バ
ー
チ
カ
ル
フ
ァ
イ
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
デ
ィ
バ
イ
ダ
ー
（
仕
切
版
）、
ガ
イ
ド
ラ
ベ
ル
な
ど
が
発
注
さ
れ
た
。）

11
（

こ
の

う
ち
、
文
書
を
保
管
す
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
差
し
当
た
り
一
〇
〇
台
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
市
役
所
機
能
を
市
民
体
育
館
に

移
し
た
四
月
一
九
日
以
降
、
総
務
課
に
は
各
課
か
ら
文
書
管
理
に
必
要
と
な
る
物
品
が
い
つ
揃
え
ら
れ
る
か
と
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
納
品
さ
れ
た
の
は
、
五
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
各
課
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
段
ボ
ー

ル
箱
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
見
立
て
て
文
書
を
保
管
し
た
。

　
し
か
し
、
復
旧
・
復
興
業
務
を
優
先
す
る
必
要
性
か
ら
、
文
書
管
理
用
品
が
整
え
ら
れ
た
後
も
し
ば
ら
く
の
間
、
宇
土
市
で
は
文
書

管
理
の
ル
ー
ル
の
一
部
を
緩
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
保
存
期
限
満
了
後
の
文
書

の
引
継
ぎ
作
業
な
ど
を
後
回
し
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
後
日
、
市
役
所

で
は
積
み
残
し
作
業
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。）

11
（

 

（
三
）
執
務
の
再
開

　
市
民
体
育
館
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
区
割
り
が
な
さ
れ
、
諸
設
備
が
整
え
ら
れ
て

い
っ
た
（
写
真
３
）。
市
民
体
育
館
と
市
役
所
別
館
の
サ
ー
バ
は
回
線
で
結
ば
れ

た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
は
ス
ト
ッ
プ
状
態
に
あ
っ
た
が
、
市
民
体
育
館
で

は
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
な
ど
に
限
定
し
て
業
務
が

行
わ
れ
た
。「
罹
災
証
明
書
」（
税
務
課
担
当
）
に
つ
い
て
は
、
四
月
二
二
日
ま
で

に
三
二
八
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
（
以
上
、
西
日
本
一
六
―
四
―
二
四
）。
罹

災
証
明
書
は
、
住
民
が
公
的
支
援
（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
や
仮
設
住
宅
へ
の

（写真３）市民体育館での執務の様子
（2016年６月20日　許可を得て撮影）

行政庁舎の被災と文書による行政

77 （熊本法学151号 ’21）

―「平成28年（2016年）熊本地震」における行政庁舎立入り禁止のなかでの文書管理―

入
居
な
ど
）
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
、
市
町
村
が
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
罹
災
証
明
書

の
発
行
は
四
月
二
五
日
に
は
じ
ま
り
、）

1（
（

当
初
は
避
難
所
の
臨
時
窓
口
で
対
応
さ
れ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
七
）。
ち
な
み
に
、
罹

災
証
明
書
関
係
の
文
書
は
、
税
務
課
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
五
月
一
〇
日
か
ら
、
市
民
体
育
館
・
宇
土
終
末
処
理
場
・
市
民
会
館
で
通
常
業
務
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
一
）。
市

民
体
育
館
に
は
総
務
課･

財
政
課･

市
民
課
・
福
祉
課
な
ど
が
集
め
ら
れ
た
が
、
執
務
に
あ
た
っ
て
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
い
え
ば
、
文
書
を
収
容
す
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
数
が
足
り
ず
、
施
錠
で
き
な
い
状

態
で
文
書
を
保
管
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
六
月
に
は
熊
本
県
内
で
記
録
的
豪
雨
が
発
生
し
（
二
〇
日
か
ら
二
一
日
）、
宇
土
市
内
で
も
土
砂
崩
れ
に
よ
る
死
者
が
出
る
な
ど
大

き
な
被
害
が
見
ら
れ
た
。）

11
（

二
．
仮
設
庁
舎
へ
の
移
動

　
五
月
二
〇
日
か
ら
本
庁
舎
の
裏
側
に
あ
る
市
役
所
駐
車
場
で
二
階
建
て
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
庁
舎
の
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日
一
六

―
五
―
二
一
）。
仮
設
庁
舎
は
七
月
二
二
日
に
完
成
し
、市
民
体
育
館
で
の
市
役
所
業
務
は
八
月
五
日
に
終
了
し
た
。
そ
し
て
、八
月
六
・

七
日
に
市
民
体
育
館
か
ら
仮
設
庁
舎
へ
の
引
越
し
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

そ
の
際
、
移
動
を
理
由
と
し
た
文
書
の
廃
棄
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
仮
設
庁
舎
二
階
に
は
サ
ー
バ
室
が
置
か
れ
た
が
、
市
役
所
別
館
の
サ
ー
バ
室
も
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
仮

設
庁
舎
と
市
役
所
別
館
は
回
線
で
結
ば
れ
た
。
な
お
、
宇
土
終
末
処
理
場
に
移
転
し
て
い
る
経
済
部
門
（
農
林
水
産
課
・
地
籍
調
査
課
・

商
工
観
光
課
）
や
建
設
部
門
（
土
木
課
・
都
市
整
備
課
）
な
ど
は
、
こ
の
時
点
で
は
移
動
し
な
か
っ
た
（
熊
日
一
六
―
八
―
七
））

11
（

。

　
仮
設
庁
舎
で
の
執
務
は
、
八
月
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
写
真
４
）。
こ
れ
は
住
民
に
と
っ
て
は
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
、
そ
し
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入
居
な
ど
）
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
、
市
町
村
が
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
罹
災
証
明
書

の
発
行
は
四
月
二
五
日
に
は
じ
ま
り
、）

1（
（

当
初
は
避
難
所
の
臨
時
窓
口
で
対
応
さ
れ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
七
）。
ち
な
み
に
、
罹

災
証
明
書
関
係
の
文
書
は
、
税
務
課
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
五
月
一
〇
日
か
ら
、
市
民
体
育
館
・
宇
土
終
末
処
理
場
・
市
民
会
館
で
通
常
業
務
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
一
）。
市

民
体
育
館
に
は
総
務
課･

財
政
課･

市
民
課
・
福
祉
課
な
ど
が
集
め
ら
れ
た
が
、
執
務
に
あ
た
っ
て
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
い
え
ば
、
文
書
を
収
容
す
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
数
が
足
り
ず
、
施
錠
で
き
な
い
状

態
で
文
書
を
保
管
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
六
月
に
は
熊
本
県
内
で
記
録
的
豪
雨
が
発
生
し
（
二
〇
日
か
ら
二
一
日
）、
宇
土
市
内
で
も
土
砂
崩
れ
に
よ
る
死
者
が
出
る
な
ど
大

き
な
被
害
が
見
ら
れ
た
。）

11
（

二
．
仮
設
庁
舎
へ
の
移
動

　
五
月
二
〇
日
か
ら
本
庁
舎
の
裏
側
に
あ
る
市
役
所
駐
車
場
で
二
階
建
て
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
庁
舎
の
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日
一
六

―
五
―
二
一
）。
仮
設
庁
舎
は
七
月
二
二
日
に
完
成
し
、市
民
体
育
館
で
の
市
役
所
業
務
は
八
月
五
日
に
終
了
し
た
。
そ
し
て
、八
月
六
・

七
日
に
市
民
体
育
館
か
ら
仮
設
庁
舎
へ
の
引
越
し
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

そ
の
際
、
移
動
を
理
由
と
し
た
文
書
の
廃
棄
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
仮
設
庁
舎
二
階
に
は
サ
ー
バ
室
が
置
か
れ
た
が
、
市
役
所
別
館
の
サ
ー
バ
室
も
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
仮

設
庁
舎
と
市
役
所
別
館
は
回
線
で
結
ば
れ
た
。
な
お
、
宇
土
終
末
処
理
場
に
移
転
し
て
い
る
経
済
部
門
（
農
林
水
産
課
・
地
籍
調
査
課
・

商
工
観
光
課
）
や
建
設
部
門
（
土
木
課
・
都
市
整
備
課
）
な
ど
は
、
こ
の
時
点
で
は
移
動
し
な
か
っ
た
（
熊
日
一
六
―
八
―
七
））

11
（

。

　
仮
設
庁
舎
で
の
執
務
は
、
八
月
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
写
真
４
）。
こ
れ
は
住
民
に
と
っ
て
は
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
、
そ
し
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て
職
員
に
と
っ
て
は
落
ち
着
い
て
仕
事
の
で
き
る
「
復
興
へ
の

大
き
な
１
歩
」（
宇
土
市
長
）
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
（
熊
日

一
六
―
八
―
九
）。

　
　
第
三
節
　
本
庁
舎
内
の
文
書

一
．
立
入
り
禁
止
と
「
文
書
に
よ
る
行
政
」

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宇
土
市
で
は
災
害
対
策
基
本
法
第
六
三
条

第
一
項
に
よ
り
本
庁
舎
お
よ
び
隣
接
す
る
別
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
の
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
本
庁
舎
内
の
文
書
・
資

料
等
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。）

11
（

こ
う
し
た
状
況

に
職
員
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
、
文
書
の
再
作
成
・
再
取
得
・
再
発
行
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
本
庁
舎
五
階
に
は
財
政
課
な
ど
が
入
っ

て
い
た
が
、
契
約
書
類
や
業
務
執
行
伺
等
は
「
再
作
成
」
に
よ
り
文
書
を
回
復
し
た
。
ま
た
、
市
民
課
に
あ
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て
は
本
庁
舎
一
階
に
一
五
九
五
人
分
を
保
管
し
て
い
た
が
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
総
務
省
と
相
談
の
上
、「
再

発
行
」す
る
こ
と
に
な
っ
た（
読
売
一
六
―
五
―
二
三
夕
）。
会
計
検
査
な
ど
で
必
要
と
な
る
原
本
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
で「
再
取
得
」

さ
れ
た
。
再
取
得
や
再
発
行
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
。

　
第
二
は
、
本
庁
舎
と
は
別
に
設
け
ら
れ
て
い
た
書
庫
の
利
用
で
あ
る
（
写
真
５
）。
宇
土
市
役
所
は
本
庁
舎
が
大
規
模
に
損
壊
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
し
た
行
政
文
書
の
量
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
庁
舎
内
に
あ
る
文
書
は
過
去
二
年
分
の
も
の
で
、
そ
れ （写真４）仮設庁舎（2020年６月28日撮影）

行政庁舎の被災と文書による行政
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以
前
に
つ
い
て
は
書
庫
に
移
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
、
決
裁
後
二
年
を
経
過
し
た
文
書
は
本
庁
舎
と
は
別
の
場
所
に

設
置
さ
れ
た
書
庫
（
第
一
書
庫
と
第
二
書
庫
）
で
保
存
さ
れ
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
。
書
庫
は
、
地
震
に
よ
り
建
屋
や
書
棚
で
一
部

損
壊
が
見
ら
れ
た
も
の
の
立
入
り
禁
止
に
ま
で
は
い
た
ら
ず
（
建
屋
の
安
全
確
認
の
た
め
一
時
期
の
み
立
入
り
禁
止
）、
ま
た
内
部
の

保
存
文
書
の
破
損
も
な
か
っ
た
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
が
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
意
図
的
に
書
庫
を
本
庁
舎
外
に
設
け
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
か
で
書
庫
が
本
庁
舎
と
は
別
の
場
所
に
あ
り
、
書
庫
に
文

書
が
定
期
的
に
移
さ
れ
、
書
庫
の
被
災
が
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
回
復
し
て
い
く
上
で
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
前
提
と
し
て
、
徹
底
し
た
文
書
管
理
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

前
年
度
の
文
書
の
う
ち
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
保
管
で
き
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
別
棟
（
図
１
）
一
階
に
置
か
れ
た
旧
書
庫
を

一
時
保
管
場
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。）

11
（

市
役
所

別
棟
は
、
地
震
後
も
「
警
戒
区
域
」
か
ら
外
れ
、
立
入
り
禁
止
に

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
職
員
は
、
旧
書
庫
の
文
書
に
つ
い
て

も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
宇
土
市
役
所
で
は
、
福
祉
課
と
高
齢
者
福
祉
課
が
本
庁

舎
と
は
別
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
生
活
保
護
等

の
記
録
文
書
は
被
災
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
庁
舎
の
分
散

は
市
民
の
利
便
性
や
執
務
遂
行
の
上
で
非
効
率
な
側
面
も
あ
る

が
、
宇
土
市
の
場
合
、
結
果
と
し
て
リ
ス
ク
分
散
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

（写真５）書庫の様子（2018年６月８日撮影）
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以
前
に
つ
い
て
は
書
庫
に
移
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宇
土
市
で
は
、
決
裁
後
二
年
を
経
過
し
た
文
書
は
本
庁
舎
と
は
別
の
場
所
に

設
置
さ
れ
た
書
庫
（
第
一
書
庫
と
第
二
書
庫
）
で
保
存
さ
れ
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
。
書
庫
は
、
地
震
に
よ
り
建
屋
や
書
棚
で
一
部

損
壊
が
見
ら
れ
た
も
の
の
立
入
り
禁
止
に
ま
で
は
い
た
ら
ず
（
建
屋
の
安
全
確
認
の
た
め
一
時
期
の
み
立
入
り
禁
止
）、
ま
た
内
部
の

保
存
文
書
の
破
損
も
な
か
っ
た
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
が
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
意
図
的
に
書
庫
を
本
庁
舎
外
に
設
け
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
か
で
書
庫
が
本
庁
舎
と
は
別
の
場
所
に
あ
り
、
書
庫
に
文

書
が
定
期
的
に
移
さ
れ
、
書
庫
の
被
災
が
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
回
復
し
て
い
く
上
で
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
前
提
と
し
て
、
徹
底
し
た
文
書
管
理
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

前
年
度
の
文
書
の
う
ち
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
保
管
で
き
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
別
棟
（
図
１
）
一
階
に
置
か
れ
た
旧
書
庫
を

一
時
保
管
場
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。）

11
（

市
役
所

別
棟
は
、
地
震
後
も
「
警
戒
区
域
」
か
ら
外
れ
、
立
入
り
禁
止
に

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
職
員
は
、
旧
書
庫
の
文
書
に
つ
い
て

も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
宇
土
市
役
所
で
は
、
福
祉
課
と
高
齢
者
福
祉
課
が
本
庁

舎
と
は
別
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
生
活
保
護
等

の
記
録
文
書
は
被
災
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
庁
舎
の
分
散

は
市
民
の
利
便
性
や
執
務
遂
行
の
上
で
非
効
率
な
側
面
も
あ
る

が
、
宇
土
市
の
場
合
、
結
果
と
し
て
リ
ス
ク
分
散
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

（写真５）書庫の様子（2018年６月８日撮影）
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二
．
本
庁
舎
の
解
体
と
文
書
の
取
り
出
し

 
（
一
）
本
庁
舎
の
解
体

　
本
震
か
ら
三
日
後
の
四
月
一
九
日
、
宇
土
市
長
は
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長
に
本
庁
舎
の
被
災
状
況
調
査
と
そ
の
解
体
等
に

関
す
る
技
術
的
助
言
を
要
請
し
た
。
同
日
、
国
土
交
通
省
熊
本
営
繕
事
務
所
か
ら
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

が
派
遣
さ
れ
、
宇
土
市
は
本
庁
舎
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。）

11
（

同
日
、
宇
土
市
長
は
本
庁
舎
を
解
体
す
る
方
針
を
固
め
、

庁
舎
内
の
重
要
品
の
取
り
出
し
に
つ
い
て
の
検
討
を
は
じ
め
た
（
熊
日
一
六
―
四
―
二
〇
）。
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
、
書
類
や
備

品
等
の
回
収
に
つ
い
て
優
先
順
位
を
つ
け
、
河
川
台
帳
や
道
路
台
帳
と
い
っ
た
重
要
な
資
料
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
を
助
言
し
て
い
た
。）

11
（

本
庁
舎
解
体
時
に
危
惧
さ
れ
た
の
は
、
取
り
出
し
過
程
に
お
け
る
行
政
文
書
の
空
中
飛
散
で
あ
っ
た
。

　
本
庁
舎
の
解
体
に
際
し
て
は
、
重
要
文
書
の
確
保
に
時
間
を
要
す
る
と
見
ら
れ
た
。
当
初
、
損
傷
の
ひ
ど
か
っ
た
四
・
五
階
部
分
（
四

階
の
総
務
課
・
財
政
課
と
い
っ
た
行
政
管
理
部
門
、
五
階
の
土
木
課
・
都
市
整
備
課
と
い
っ
た
建
設
部
門
）
に
つ
い
て
、
先
端
に
磁
気

が
つ
い
た
大
型
ク
レ
ー
ン
車
を
使
っ
て
文
書
類
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ご
と
回
収
し
、
次
い
で
三
階
（
農
林
水
産
課
・
商
工
観
光
課
・
地
籍

調
査
課
と
い
っ
た
経
済
部
門
）
よ
り
下
の
階
の
文
書
を
順
次
取
り
出
す
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
（
以
上
、
熊
日
一
六
―
六
―
一
六
）。

最
終
的
に
は
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部
等
の
技
術
支
援
の
も
と
で
、
次
の
よ
う
な
段
取
り
で
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。）

11
（

　
①
一
階
の
一
部
を
解
体

　
②	

四
・
五
階
に
つ
い
て
、
行
政
文
書
（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
）・
備
品
等
を
マ
グ
ネ
ッ
ト
付
き
ア
ー
ム
等
で
可
能
な
限
り
取
り
出
し
た
後
に

解
体

行政庁舎の被災と文書による行政
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③
一
～
三
階
の
行
政
文
書
・
備
品
等
を
人
力
で
取
り
出
し
、
順
次
解
体

　
解
体
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
七
月
一
一
日
か
ら
本
庁
舎
一
帯
を
仮
囲
い
し
（
熊
日
一
六
―
七
―
一
二
）、
一
階
の
備
品
の
取
り

出
し
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
の
事
前
作
業
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

次
い
で
、
八
月
一
八
日
か
ら
①
の
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
。）

1（
（

そ
し
て
八
月

二
五
日
か
ら
、
②
に
つ
い
て
事
務
机
や
文
書
の
入
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
取
り
出
し
が
行
わ
れ
た
（
写
真
６
））

11
（

。
八
月
二
五
日
の
作

業
の
様
子
を
『
毎
日
新
聞
』（
一
六
―
八
―
二
六
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　	

午
前
中
に
４
階
の
窓
枠
を
撤
去
。
午
後
１
時
か
ら
重
さ
300
キ

ロ
ま
で
吸
い
付
け
て
運
び
出
す
能
力
の
あ
る
電
磁
石
つ
き
ク

レ
ー
ン
で
作
業
を
始
め
た
。
重
要
書
類
の
散
逸
は
許
さ
れ
な

い
た
め
、
高
所
作
業
所
か
ら
指
示
を
し
な
が
ら
、
極
め
て
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
窓
際
に
あ
る
大
型
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
類
は
磁
石
で
つ
り
上
げ
る
際
、
扉
が
開
い
て
書
類
が

飛
び
出
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
同
日
の
取
り
出
し
を
断
念
。

中
型
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
机
な
ど
６
個
だ
け
を
回
収
し
た
。

大
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
類
は
、
飛
び
出
し
た
書
類
を
下
の
か
ご

で
受
け
な
が
ら
爪
で
挟
ん
で
取
り
出
す
方
法
で
、
26
日
に
再

挑
戦
す
る
。

（写真６）解体工事中の本庁舎（2016年９月７日撮影）
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③
一
～
三
階
の
行
政
文
書
・
備
品
等
を
人
力
で
取
り
出
し
、
順
次
解
体

　
解
体
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
七
月
一
一
日
か
ら
本
庁
舎
一
帯
を
仮
囲
い
し
（
熊
日
一
六
―
七
―
一
二
）、
一
階
の
備
品
の
取
り

出
し
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
の
事
前
作
業
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

次
い
で
、
八
月
一
八
日
か
ら
①
の
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
。）

1（
（

そ
し
て
八
月

二
五
日
か
ら
、
②
に
つ
い
て
事
務
机
や
文
書
の
入
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
取
り
出
し
が
行
わ
れ
た
（
写
真
６
））

11
（

。
八
月
二
五
日
の
作

業
の
様
子
を
『
毎
日
新
聞
』（
一
六
―
八
―
二
六
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　	

午
前
中
に
４
階
の
窓
枠
を
撤
去
。
午
後
１
時
か
ら
重
さ
300
キ

ロ
ま
で
吸
い
付
け
て
運
び
出
す
能
力
の
あ
る
電
磁
石
つ
き
ク

レ
ー
ン
で
作
業
を
始
め
た
。
重
要
書
類
の
散
逸
は
許
さ
れ
な

い
た
め
、
高
所
作
業
所
か
ら
指
示
を
し
な
が
ら
、
極
め
て
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
窓
際
に
あ
る
大
型
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
類
は
磁
石
で
つ
り
上
げ
る
際
、
扉
が
開
い
て
書
類
が

飛
び
出
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
同
日
の
取
り
出
し
を
断
念
。

中
型
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
机
な
ど
６
個
だ
け
を
回
収
し
た
。

大
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
類
は
、
飛
び
出
し
た
書
類
を
下
の
か
ご

で
受
け
な
が
ら
爪
で
挟
ん
で
取
り
出
す
方
法
で
、
26
日
に
再

挑
戦
す
る
。

（写真６）解体工事中の本庁舎（2016年９月７日撮影）
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こ
う
し
た
作
業
は
、
施
工
業
者
に
と
っ
て
も
「
ほ
と
ん
ど
例
が

な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
（
毎
日
一
六
―
八
―
二
六
熊
本
）。
九
月

二
〇
日
に
は
四
・
五
階
の
解
体
が
終
了
し
、
二
七
日
か
ら
③
の
作

業
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
二
八
）。
こ
う
し
て
一
一

月
二
一
日
ま
で
に
「
51
年
に
わ
た
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
そ

び
え
た
５
階
建
て
の
姿
が
完
全
に
姿
を
消
し
た
」（
熊
日
一
六
―

一
一
―
二
二
）（
写
真
７
）。

　
解
体
工
事
は
、
本
庁
舎
と
本
庁
舎
に
隣
接
す
る
議
会
棟
・
車
庫

棟
で
も
行
わ
れ
、
二
〇
一
七
年
三
月
二
四
日
に
完
了
し
た
（
熊
日

一
七
―
三
―
二
五
）。

 

（
二
）
文
書
の
取
り
出
し
と
文
書
の
レ
ス
キ
ュ
ー

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宇
土
市
で
は
完
結
文
書
・
進
行
中
の
文
書
（「
や
り
か
け
」
文
書
）
と
も
に
、
日
々
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収
め
る

文
書
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
平
常
時
か
ら
執
務
室
内
に
不
要
な
文
書
が
氾
濫
す
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
。
地
震
前
の

宇
土
市
役
所
に
は
、市
長
部
局
（
支
所
含
む
）
と
行
政
委
員
会
を
合
わ
せ
て
六
六
五
台
の
バ
ー
チ
カ
ル
フ
ァ
イ
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
あ
っ

た
。）

11
（

地
震
に
よ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
自
体
の
損
壊
や
、
水
漏
れ
な
ど
に
よ
る
腐
食
に
よ
り
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
六
〇

―
八
〇
台
あ
っ
た
が
、
文
書
の
取
り
出
し
作
業
は
予
定
よ
り
時
間
を
要
し
た
も
の
の
（
熊
日
一
六
―
一
二
―
二
）
順
調
に
進
み
、
最
終

的
に
「
庁
舎
内
の
書
類
備
品
等
の
殆
ど
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
」）

11
（

。

（写真７）本庁舎跡地（2020年６月28日撮影）
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本
庁
舎
の
一
・
二
階
に
あ
っ
た
市
民
窓
口
関
係
の
文
書
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ご
と
運
び
出
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
仮
設
庁
舎
に
運
ば
れ
た
。）

11
（

損
壊
が
ひ
ど
か
っ
た
四
階
に
は
土
木
課
や
都
市
整
備
課
と
い
っ
た
建
設
部
門
等
が
入
り
、
道
路
台
帳
や
市
営
団
地
図
面
な
ど
電
子
化
さ

れ
て
い
な
い
重
要
文
書
が
残
さ
れ
て
い
た
が
（
熊
日
一
六
―
八
―
二
六
）、
道
路
台
帳
に
つ
い
て
は
損
壊
の
少
な
い
場
所
に
保
管
し
て

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、取
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、被
害
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
の
は
、窓
際
に
置
か
れ
た
書
籍
類
で
あ
っ
た
。な
お
、

本
庁
舎
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
文
書
類
は
、
継
続
文
書
に
つ
い
て
は
仮
設
庁
舎
に
運
び
込
ま
れ
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
書
庫
に
移
さ
れ

た
。

　
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
史
料
協
と
記
す
）
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
に

よ
る
と
、
熊
本
地
震
に
よ
る
行
政
文
書
の
直
接
被
害
は
、
熊
本
県
と
県
内
四
五
市
町
村
の
う
ち
七
自
治
体
で
見
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、

書
架
の
倒
壊
に
よ
る
破
損
六
、
水
損
三
で
あ
っ
た
。）

11
（

宇
土
市
役
所
に
お
い
て
も
本
庁
舎
内
に
取
り
残
さ
れ
た
行
政
文
書
の
な
か
に
は
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
雨
水
に
よ
る
水
損
が
見
ら
れ
た
。
加
え
て
本
庁
舎
の
解
体
に
あ
た
っ
て
粉
塵
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
に
散
水
作

業
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
水
損
す
る
文
書
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
。）

11
（

　
水
損
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
が
仕
分
け
を
行
い
、
①
被
害
の
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
各
部
署
で
乾
燥
処
置
を
施
し
、
文

書
箱
で
保
管
さ
れ
た
（
水
損
文
書
が
大
量
に
あ
る
部
署
に
つ
い
て
は
、
乾
燥
後
、
書
庫
内
に
別
置
き
さ
れ
た
）。
そ
し
て
、
②
カ
ビ
が

発
生
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
棟
に
運
び
、
長
期
保
存
文
書
（
総
務
課
担
当
）
と
歴
史
的
文
書
（
文
化
課
担
当
）
に
分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
保
存
作
業
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

歴
史
的
文
書
以
外
の
文
書
に
つ
い
て
は
、カ
ビ
を
除
去
し
、写
し
を
取
る
こ
と
で
、原
本
は
廃
棄
さ
れ
た
。

　
な
お
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
損
壊
に
よ
り
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、各
課
の
「
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
」
の
備
考
欄
に
「
熊

本
地
震
に
よ
り
減
失
」
と
明
記
の
上
、
処
理
さ
れ
た
。
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本
庁
舎
の
一
・
二
階
に
あ
っ
た
市
民
窓
口
関
係
の
文
書
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ご
と
運
び
出
さ
れ
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そ
の
ま
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仮
設
庁
舎
に
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れ
た
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11
（
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台
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て
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台
帳
に
つ
い
て
は
損
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取
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継
続
文
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つ
い
て
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仮
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庁
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に
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、
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庫
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さ
れ

た
。
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史
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史
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第
四
節
　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

　
宇
土
市
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
二
二
日
に
本
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
を
発
表
し
た
（
熊
日
一
七
―
三
―
二
三
）。
そ
し
て
、

二
〇
一
九
年
三
月
に
「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
基
本
計
画
は
四
つ
の
基
本
理
念
か
ら
な
り
、「
基
本
理
念
２

　
利
用
し
や
す
く
親
し
み
を
感
じ
る
庁
舎
」
で
は
、
四
つ
の
基
本
方
針

が
示
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
基
本
方
針
２

　
行
政
機
能
の
充
実
」
で
は
、「
③
書
庫
・
収
納
庫
の
整
備
」
が
掲
げ
ら
れ
、「
庁
舎
内
に
耐

火
性
能
を
も
つ
書
庫
を
設
置
し
、
文
書
検
索
の
利
便
性
を
高
め
、
空
調
設
備
、
消
火
設
備
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
を
備
え
、
市
民
と

の
共
有
財
産
で
あ
る
公
文
書
の
保
存
に
適
し
た
環
境
の
整
備
を
目
指
」
す
と
さ
れ
た
。
ま
た
「
各
課
の
書
類
や
図
面
等
を
保
存
年
限
ご

と
に
保
管
す
る
書
庫
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
測
量
器
具
や
作
業
道
具
等
を
保
管
す
る
収
納
庫
等
を
必
要
と
す
る
フ
ロ
ア
に
設
置
」
す

る
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
た
。）

11
（

こ
れ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た「
宇
土
市
庁
舎
建
設

　
基
本
設
計
業
務

　
基
本
設
計（
概
要
版
）」（
二
〇
一
九

年
六
月
二
八
日
）
で
は
、
地
上
四
階
建
て
の
建
物
の
う
ち
、
二
階
の
一
般
執
務
フ
ロ
ア
に
「
執
務
サ
ポ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
を
設
け
、
書
庫
・

倉
庫
等
を
集
約
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
新
庁
舎
は
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
新
庁
舎
の
完
成
後
、
市
役
所
別
棟
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
別
棟
の
旧
書
庫
に
置
か
れ
て
い
る
文
書
は
第
一
書

庫
と
第
二
書
庫
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
役
所
別
館
の
サ
ー
バ
室
は
全
て
新
庁
舎
の
サ
ー
バ
室
（
三
階
）
に
移
設

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

行政庁舎の被災と文書による行政
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熊
本
地
震
と
益
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町
役
場）

11
（

　
　
第
一
節
　
本
庁
舎
機
能
の
喪
失
―
一
部
立
入
り
禁
止

一
．
前
震
と
町
役
場

　
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
夜
の
「
前
震
」
で
益
城
町
は
震
度
七
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年
に
完
成

し
た
益
城
町
役
場
は
電
源
を
喪
失
し
、「
停
電
等
に
よ
り
庁
舎
内
で
執
務
で
き
る
状
況
で
は
な
く
」
な
っ
た
。）

1（
（

本
庁
舎
の
屋
上
に
は
、

も
と
も
と
非
常
用
蓄
電
池
・
非
常
用
発
電
機
・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
蓄
電
池
が
配
備
さ
れ
、
三
・
五
日
分
の
電
力
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、前
震
に
よ
り
電
力
送
電
部
分
が
損
傷
し
た
こ
と
で
、電
力
供
給
が
で
き
な
く
な
り
、）

11
（

固
定
電
話
等
も
使
え
な
く
な
っ

た
。ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」（
後
述
）も
配
線
部
分
が
損
傷
し
た
こ
と
で
、本
庁
舎
と
外
部
を
結
ぶ
様
々

な
連
絡
手
段
が
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
益
城
町
は
、「
明
文
化
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
」
本
庁
舎
の
代
替
施
設
と
し
て
事
前
に
決
め
て
い
た
（
朝

日
一
六
―
九
―
一
四
）、「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
「
は
ぴ
ね
す
」）
の
状
況
「
調
査
・
把
握
を
行
っ
た
」）

11
（

。
町
役
場
か
ら
約
二
キ

ロ
離
れ
た
場
所
に
あ
る
「
は
ぴ
ね
す
」
は
建
物
に
損
傷
が
な
く
、
商
用
電
源
・
非
常
用
電
源
、
固
定
電
話
も
利
用
可
能
で
、
災
害
対
策

本
部
を
設
け
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
災
害
対
策
本
部
で
必
要
と
な
る
物
品
も
大
体
そ
ろ
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
、
益
城
町

災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
は
町
長
）
は
「
は
ぴ
ね
す
」
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。）

11
（

災
害
対
策
本
部
に
は
、
役
場
か
ら
大
小
の
地

図
・
住
宅
地
図
や
携
帯
無
線
機
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
一
方
、
現
場
で
の
避
難
者
対
応
に
あ
た
る
た
め
本
庁
舎
南
側
の
駐
車
場
に
は
現
地
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
は
総
務
課
長
）
が
設
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
電
力
供
給
が
止
ま
り
暗
闇
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
本
庁
舎
の
応
急
危
険
度
判
定
や
建
物
被
害
調
査
が
で
き
な
い
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に
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に
は
、
役
場
か
ら
大
小
の
地

図
・
住
宅
地
図
や
携
帯
無
線
機
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
一
方
、
現
場
で
の
避
難
者
対
応
に
あ
た
る
た
め
本
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舎
南
側
の
駐
車
場
に
は
現
地
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
は
総
務
課
長
）
が
設
け

ら
れ
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。
し
か
し
、
電
力
供
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が
止
ま
り
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闇
で
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た
こ
と
に
加
え
、
本
庁
舎
の
応
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険
度
判
定
や
建
物
被
害
調
査
が
で
き
な
い
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な
か
で
、
本
庁
舎
へ
の
立
入
は
安
全
性
の
観
点
か
ら
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
被
災
し
た
町
本
庁
舎
か
ら
の
備
品

搬
出
が
困
難
」
と
な
り
、
現
地
対
策
本
部
に
は
「
机
や
椅
子
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
の
備
品
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各

応
援
機
関
が
持
参
し
た
備
品
を
共
用
し
、
情
報
収
集
や
情
報
共
有
に
努
め
た
が
、
現
地
対
策
本
部
と
し
て
の
有
効
な
指
示
伝
達
が
で
き

な
か
っ
た
」）

11
（

。

　
翌
一
五
日
五
時
過
ぎ
に
九
州
電
力
の
高
圧
発
電
機
車
が
配
備
さ
れ
、
本
庁
舎
へ
の
電
力
供
給
が
再
開
さ
れ
た
（
熊
日
一
八
―
一
―

六
）。
そ
の
後
、災
害
対
策
本
部
は
「
は
ぴ
ね
す
」
か
ら
本
庁
舎
三
階
大
会
議
室
に
移
さ
れ
、現
地
対
策
本
部
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

庁
内
の
全
シ
ス
テ
ム
が
復
旧
し
た
こ
と
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
で
保
存
さ
れ
て
い
た
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
に
取
り
出
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
エ
ク
セ
ル
で
被
災
者
台
帳
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。）

11
（

　
余
震
が
続
く
な
か
益
城
町
で
は
、
震
災
対
応
と
し
て
被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
調
査
に
は
、
二
次
的
災

害
を
防
止
す
る
た
め
に
住
民
に
注
意
喚
起
を
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。）

11
（

二
．
本
震
と
町
役
場

　
と
こ
ろ
が
、
四
月
一
六
日
深
夜
一
時
二
五
分
に
益
城
町
は
再
び
震
度
七
の
地
震
（
本
震
）
に
見
舞
わ
れ
た
。「
役
場
庁
舎
は
揺
さ
ぶ

ら
れ
て
砂
煙
が
上
が
り
、
足
元
の
舗
装
に
は
一
気
に
亀
裂
が
走
っ
た
。
建
物
が
崩
れ
る
音
が
四
方
か
ら
聞
え
た
」
と
い
う
（
熊
日
一
六

―
五
―
一
〇
）。
本
庁
舎
は
再
び
停
電
と
な
り
、
職
員
は
暗
闇
の
な
か
、「
懐
中
電
灯
を
手
に
」
庁
舎
の
外
に
逃
げ
た
（
熊
日
一
八
―
一

―
七
）。

　
本
震
に
よ
り
本
庁
舎
三
階
の
電
算
室
に
あ
っ
た
「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」
の
サ
ー
バ
が
被
災
し
、
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
高
圧
発
電
機
車
が
本
庁
舎
の
あ
る
高
台
か
ら
落
下
し
た
た
め
、
本
庁
舎
で
は
再
び
電
源
供
給
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
本
庁
舎
に
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隣
接
す
る
議
会
棟
で
は
、
天
井
が
崩
落
し
（
熊
日
一
六
―
五
―
二
一
）、
本
会
議
場
の
「
議
員
や
執
行
部
の
席
は
、
天
井
板
な
ど
で
埋

め
尽
く
さ
れ
足
の
踏
み
場
が
な
い
」
状
態
と
な
っ
た
（
熊
日
一
七
―
四
―
二
一
））

11
（

。
か
く
し
て
、
災
害
対
策
本
部
は
本
庁
舎
南
側
の
駐

車
場
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。）

11
（

　
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
備
品
が
整
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
前
震
時
の
反
省
を
踏
ま
え
」）

11
（

、
投
光
機
、
発
電
機
、
長
机
、

椅
子
、
大
小
の
地
図
、
住
宅
地
図
、
携
帯
無
線
機
、
懐
中
電
灯
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
マ
ジ
ッ
ク
等
の
筆
記
用
具
な
ど
が
整
え
ら
れ
た
。

し
か
し
「
準
備
す
べ
き
備
品
や
事
務
用
品
が
少
な
く
運
営
に
支
障
を
き
た
し
た
」）

1（
（

。
文
書
を
記
録
す
る
際
な
ど
に
必
要
と
な
る
パ
ソ
コ

ン
は
な
く
、
電
源
も
な
か
っ
た
。

　
本
震
当
日
の
一
六
日
夜
は
、
雨
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
災
害
対
策
本
部
は
再
び
「
は
ぴ
ね
す
」
に

移
さ
れ
た
。「
は
ぴ
ね
す
」
の
災
害
対
策
本
部
で
必
要
と
な
る
も
の
は
、
本
庁
舎
が
立
入
り
禁
止
に
な
っ
た
た
め
（
後
述
）、
町
内
の
公

共
施
設
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
機
器
、
大
型
テ
レ
ビ
等
は
外
部
発
注
で
調
達
さ
れ
た
。
し
か

し
、「
事
実
上
、
役
場
機
能
は
ス
ト
ッ
プ
状
態
」（
熊
日
一
六
―
四
―
二
一
）
と
な
っ
た
。

三
．
本
庁
舎
へ
の
一
部
立
入
り
禁
止

　
一
九
八
二
年
に
建
設
さ
れ
た
三
階
建
て
の
益
城
町
役
場
本
庁
舎
は
、
熊
本
地
震
前
に
耐
震
工
事
を
終
え
て
お
り
、
前
震
後
に
は
本
庁

舎
で
執
務
が
再
開
で
き
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、四
月
一
六
日
の
本
震
直
後
に
外
部
か
ら
目
視
に
よ
る
判
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
本
庁
舎
は
町
長
の
判
断
で
立
入
り
禁
止
と
な
っ
た
。）

11
（

本
「
庁
舎
に
は
無
数
の
ひ
び
が
入
り
、

敷
地
に
は
陥
没
や
亀
裂
が
確
認
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
（
熊
日
一
八
―
一
―
七
）。
そ
し
て
、
一
八
日
に
行
わ
れ
た
熊
本
県
建
築
課
職
員

に
よ
る
応
急
危
険
度
判
定
の
結
果
、
本
庁
舎
は
「
危
険
」
と
さ
れ
、
本
庁
舎
へ
の
立
入
り
禁
止
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
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隣
接
す
る
議
会
棟
で
は
、
天
井
が
崩
落
し
（
熊
日
一
六
―
五
―
二
一
）、
本
会
議
場
の
「
議
員
や
執
行
部
の
席
は
、
天
井
板
な
ど
で
埋

め
尽
く
さ
れ
足
の
踏
み
場
が
な
い
」
状
態
と
な
っ
た
（
熊
日
一
七
―
四
―
二
一
））

11
（

。
か
く
し
て
、
災
害
対
策
本
部
は
本
庁
舎
南
側
の
駐

車
場
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。）

11
（

　
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
備
品
が
整
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
前
震
時
の
反
省
を
踏
ま
え
」）

11
（

、
投
光
機
、
発
電
機
、
長
机
、

椅
子
、
大
小
の
地
図
、
住
宅
地
図
、
携
帯
無
線
機
、
懐
中
電
灯
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
マ
ジ
ッ
ク
等
の
筆
記
用
具
な
ど
が
整
え
ら
れ
た
。

し
か
し
「
準
備
す
べ
き
備
品
や
事
務
用
品
が
少
な
く
運
営
に
支
障
を
き
た
し
た
」）

1（
（

。
文
書
を
記
録
す
る
際
な
ど
に
必
要
と
な
る
パ
ソ
コ

ン
は
な
く
、
電
源
も
な
か
っ
た
。

　
本
震
当
日
の
一
六
日
夜
は
、
雨
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
災
害
対
策
本
部
は
再
び
「
は
ぴ
ね
す
」
に

移
さ
れ
た
。「
は
ぴ
ね
す
」
の
災
害
対
策
本
部
で
必
要
と
な
る
も
の
は
、
本
庁
舎
が
立
入
り
禁
止
に
な
っ
た
た
め
（
後
述
）、
町
内
の
公

共
施
設
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
機
器
、
大
型
テ
レ
ビ
等
は
外
部
発
注
で
調
達
さ
れ
た
。
し
か

し
、「
事
実
上
、
役
場
機
能
は
ス
ト
ッ
プ
状
態
」（
熊
日
一
六
―
四
―
二
一
）
と
な
っ
た
。

三
．
本
庁
舎
へ
の
一
部
立
入
り
禁
止

　
一
九
八
二
年
に
建
設
さ
れ
た
三
階
建
て
の
益
城
町
役
場
本
庁
舎
は
、
熊
本
地
震
前
に
耐
震
工
事
を
終
え
て
お
り
、
前
震
後
に
は
本
庁

舎
で
執
務
が
再
開
で
き
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、四
月
一
六
日
の
本
震
直
後
に
外
部
か
ら
目
視
に
よ
る
判
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
本
庁
舎
は
町
長
の
判
断
で
立
入
り
禁
止
と
な
っ
た
。）

11
（

本
「
庁
舎
に
は
無
数
の
ひ
び
が
入
り
、

敷
地
に
は
陥
没
や
亀
裂
が
確
認
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
（
熊
日
一
八
―
一
―
七
）。
そ
し
て
、
一
八
日
に
行
わ
れ
た
熊
本
県
建
築
課
職
員

に
よ
る
応
急
危
険
度
判
定
の
結
果
、
本
庁
舎
は
「
危
険
」
と
さ
れ
、
本
庁
舎
へ
の
立
入
り
禁
止
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
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応
急
危
険
度
判
定
に
よ
り
、
議
会
棟
と
の
渡
り
廊
下
等
に
つ
い
て
も
立
入
り
が
禁
止

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
二
〇
日
か
ら
応
急
工
事
が
行
わ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
と
庇
（
正

面
玄
関
ポ
ー
チ
部
分
）
の
撤
去
な
ど
が
行
わ
れ
た
。）

11
（

ち
な
み
に
、
後
日
行
わ
れ
た
建

築
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
本
庁
舎
は
北
側
に
傾
斜
し
て
い
た
。）

11
（

こ
の
時
期
、「
資

料
の
多
く
は
庁
舎
に
残
っ
た
ま
ま
で
業
務
に
支
障
が
出
」
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
九
社
説
）。
た
と
え
ば
、
本
庁
舎
に
自
由
に
出
入
り
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
で
要
支
援
者
名
簿
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
自
衛
隊
や

消
防
隊
に
よ
る
全
戸
訪
問
に
よ
り
要
支
援
者
の
安
否
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
（
毎
日
一
七
―
一
二
―
一
三
西
部
夕
刊
）。

　
応
急
工
事
の
完
了
に
伴
い
、
五
月
二
日
に
災
害
対
策
本
部
は
本
庁
舎
内
に
戻
さ
れ

た
（
熊
日
一
六
―
五
―
二
）。
本
庁
舎
の
利
用
は
「
危
険
な
本
庁
舎
に
残
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
」
故
の
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。
災
害

対
策
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
「
は
ぴ
ね
す
」
は
避
難
所
に
も
な
っ
て
お
り
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
狭
小
な
ス
ペ
ー
ス
し
か
確
保
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
本
庁
舎
で
活
動
を
行
っ
た
の
は
、益
城
町
関
係
で
は
衛
生
班
（
ゴ
ミ
処
理
）・
物
資
班
（
物
資
・
食
料
）

電
話
受
付
（
総
務
課
）・
避
難
所
対
策
チ
ー
ム
（
後
日
）、
町
外
関
係
で
は
関
西
広
域
連
合
・
福
岡
県
災
害
対
策
支
援
本
部
・
熊
本
県
・

九
州
地
方
整
備
局
・
自
衛
隊
・
国
土
交
通
省
リ
エ
ゾ
ン
班
で
あ
っ
た
（
五
月
三
日
時
点
））

11
（

。
こ
の
ほ
か
の
一
般
職
員
に
つ
い
て
は
、
本

庁
舎
へ
の
立
入
り
が
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、
住
民
の
立
入
り
は
禁
止
さ
れ
た
（
熊
日
一
六
―
七
―
二
七
）。（
写
真
８
）。

（写真８）一部立入り禁止になった町役場（2016年６月19日撮影）
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一
般
職
員
の
本
庁
舎
へ
の
立
入
り
は
、
重
要
書
類
等
の
搬
出
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
明
る
い
時
間
帯
に
複
数
人
で
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
、
入
退
室
簿
で
管
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
庁
舎
内
は
地
震
に
よ
っ
て
雑
然
と
し
た
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
立
入
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
必
要
な
文
書
・
資
料
を
探
し
出
す
の
に
苦
労
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
庁
舎
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

観
点
か
ら
警
備
員
が
置
か
れ
た
外
、
二
四
時
間
体
制
で
本
庁
舎
に
職
員
が
駐
在
す
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。

四
．
本
震
直
後
の
文
書
管
理

①
概
要

　
本
震
に
よ
り
「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」
の
サ
ー
バ
が
被
災
し
た
た
め
、
益
城
町
で
は
そ
れ
を
使
っ
た
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
し
ば

ら
く
の
間
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
益
城
町
で
の
文
書
の
収
受
・
起
案
・
決
裁
・
発
送
は
、
災
害
救
助
法
関
係
、
災
害

対
策
本
部
関
係
、
非
常
時
の
優
先
業
務
な
ど
必
要
最
小
限
の
も
の
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
起
案
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ク
セ
ル
文
書
で
作
成

さ
れ
た
文
書
様
式
が
使
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
災
害
対
策
本
部
の
文
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
初
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
に
デ
ー
タ
が
保
存
さ

れ
た
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
が
復
旧
し
た
後
は
デ
ー
タ
を
移
す
こ
と
で
、
共
有
フ
ォ
ル
ダ
ー
で
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
避
難
所
に
お
い
て
は
名
簿
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
名
簿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
避
難
所
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
置
が
後
回
し
に
さ
れ
た
た

め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
作
成
・
保
管
す
る
か
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
避
難
所
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
を
閉
鎖
す

る
時
に
、後
日
の
検
証
の
た
め
に
残
し
て
お
く
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、残
す
た
め
の
正
式
な
指
示
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。）

11
（
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一
般
職
員
の
本
庁
舎
へ
の
立
入
り
は
、
重
要
書
類
等
の
搬
出
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
明
る
い
時
間
帯
に
複
数
人
で
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
、
入
退
室
簿
で
管
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
庁
舎
内
は
地
震
に
よ
っ
て
雑
然
と
し
た
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
立
入
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
必
要
な
文
書
・
資
料
を
探
し
出
す
の
に
苦
労
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
庁
舎
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

観
点
か
ら
警
備
員
が
置
か
れ
た
外
、
二
四
時
間
体
制
で
本
庁
舎
に
職
員
が
駐
在
す
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。

四
．
本
震
直
後
の
文
書
管
理

①
概
要

　
本
震
に
よ
り
「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」
の
サ
ー
バ
が
被
災
し
た
た
め
、
益
城
町
で
は
そ
れ
を
使
っ
た
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
し
ば

ら
く
の
間
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
益
城
町
で
の
文
書
の
収
受
・
起
案
・
決
裁
・
発
送
は
、
災
害
救
助
法
関
係
、
災
害

対
策
本
部
関
係
、
非
常
時
の
優
先
業
務
な
ど
必
要
最
小
限
の
も
の
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
起
案
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ク
セ
ル
文
書
で
作
成

さ
れ
た
文
書
様
式
が
使
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
災
害
対
策
本
部
の
文
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
初
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
に
デ
ー
タ
が
保
存
さ

れ
た
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
が
復
旧
し
た
後
は
デ
ー
タ
を
移
す
こ
と
で
、
共
有
フ
ォ
ル
ダ
ー
で
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
避
難
所
に
お
い
て
は
名
簿
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
名
簿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
避
難
所
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
置
が
後
回
し
に
さ
れ
た
た

め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
作
成
・
保
管
す
る
か
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
避
難
所
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
を
閉
鎖
す

る
時
に
、後
日
の
検
証
の
た
め
に
残
し
て
お
く
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、残
す
た
め
の
正
式
な
指
示
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。）

11
（
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②
災
害
対
策
本
部
の
文
書
管
理

　
災
害
対
応
を
行
う
際
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
な
る
災
害
対
策
本
部
の
組
織
体
制
は
、
益
城
町
の
地
域
防
災
計
画
で
決
め
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
職
員
は
避
難
所
で
の
対
応
に
追
わ
れ
、
災
害
対
策
本
部
は
計
画
し
た
よ
う
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。）

11
（

こ
う
し
た

な
か
で
災
害
対
策
本
部
の
文
書
に
つ
い
て
も
十
分
な
管
理
を
行
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
災
害
対
策
本
部
の
事
務
を
ど
の
よ
う
に
切
り

盛
り
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
と

記
す
）
の
研
究
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
し
た
。「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
は
、
関
西
広
域
連
合
の
支
援
体
制
に
組
み

込
ま
れ
、
前
震
と
本
震
の
間
の
四
月
一
五
日
に
第
一
次
隊
を
益
城
町
に
派
遣
し
て
い
た
。）

11
（

　
災
害
対
策
本
部
会
議
は
、
当
初
、
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
確
保
で
き
な
い
な
か
で
限
定
的
な
参
加
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
議
事
録

も
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
研
究
員
は
「
会
議
で
の
報
告
事
項
や
決
定
事
項
を

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
模
造
紙
に
速
記
し
て
議
事
録
と
し
て
残
す
支
援
を
行
っ
た
」）

11
（

。
そ
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
に
記
さ
れ
た
も
の

は
写
真
撮
影
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
記
録
は
、
そ
の
後
散
逸
し
、
現
在
で
は
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
災
害
対
策

本
部
会
議
の
議
事
録
は
、
五
月
二
日
に
災
害
対
策
本
部
が
本
庁
舎
内
に
戻
さ
れ
た
後
に
、
よ
う
や
く
紙
媒
体
で
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
文
書
保
存
箱
で
保
管
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
議
事
録
作
成
に
あ
た
っ
て
も
、「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
研
究
員
か
ら
記
録

の
取
り
方
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
。）

（11
（

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」は
、現
地
支
援
に
あ
た
り「
町
本
部
会
議
の
資
料
様
式
の
提
案
」

「
本
部
会
議
議
事
進
行
方
法
の
提
案
・
改
善
」
な
ど
を
具
体
的
な
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。）

（1（
（

　
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
議
事
録
作
成
や
資
料
整
理
を
実
際
に
担
当
し
た
の
は
、
議
会
事
務
局
職
員
で
あ
っ
た
。
議
会
事
務
局
に
は

二
名
の
職
員
が
い
た
が
、
一
名
は
管
理
職
で
あ
っ
た
た
め
、
担
当
者
は
事
実
上
一
名
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
業
務
を
議
会
事
務
局
職
員

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
偶
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
、
災
害
対
策
本
部
会
議
の
議
事
録
は
情
報
公
開
請
求
に

行政庁舎の被災と文書による行政

91 （熊本法学151号 ’21）

―「平成28年（2016年）熊本地震」における行政庁舎立入り禁止のなかでの文書管理―

よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
益
城
町
の
情
報
公
開
制
度
は
「
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
」
な
ど
対
象
が
限

定
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
開
示
請
求
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。）

（10
（

　
そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
一
日
に
災
害
対
策
本
部
は
解
散
し
、
そ
れ
以
降
の
復
旧
・
復
興
業
務
は
主
に
六
月
に
新
設
さ
れ
た

震
災
復
興
本
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
以
上
、
熊
日
一
六
―
一
一
―
一
八
）。
現
在
、
震
災
復
興
本
部
の
業
務
を
引
継
い
で
い

る
の
は
、
危
機
管
理
課
で
あ
る
。
震
災
か
ら
四
年
経
過
し
た
二
〇
二
〇
年
一
〇
時
点
で
、
災
害
対
策
本
部
の
文
書
は
、
紙
文
書
に
つ
い

て
は
危
機
管
理
課
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
書
庫
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
二
節
　
執
務
環
境
の
整
備
―
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
と
文
書
管
理

　
五
月
に
入
っ
て
も
益
城
町
で
は
「
役
場
庁
舎
が
使
え
ず
、
転
入
・
転
出
を
受
け
付
け
る
窓
口
業
務
を
含
む
行
政
機
能
の
ほ
と
ん
ど
が

ま
ひ
状
態
」
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
）。「
執
務
環
境
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
役
場
機
能
が
停
止
し
、
混
乱
を
招
く
結
果
と

な
っ
た
」）

（10
（

の
で
あ
る
。
で
は
、
通
常
業
務
の
再
開
に
向
け
て
益
城
町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
益
城
町
は
四
月
二
三
日
の
災
害
対
策
本
部
会
議
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
設
置
を
決
定
し
、）

（10
（

二
五
日
に
「
執
務
環
境
の

確
保
」
を
主
な
業
務
内
容
と
す
る
役
場
機
能
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。）

（10
（

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
各
課
横
断
的
に
検
討
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
益
城
町
で
は
地
震
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。）

（10
（

ち
な
み

に
、
四
月
一
六
日
の
本
震
か
ら
二
五
日
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
ま
で
の
間
に
「
平
常
業
務
の
継
続
・
復
旧
」
に
関
わ
っ
た
職
員

は
全
職
員
の
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
四
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
職
員
は
「
避
難
所
で
の
避
難
者
対
応
に
関
す
る
業
務
」
に
あ
た
っ

て
い
た
。）

（10
（

地
震
直
後
の
四
月
は
、
執
務
環
境
の
整
備
に
人
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
五
月
末
に

か
け
て
「
平
常
業
務
の
継
続
・
復
旧
」
に
関
わ
る
職
員
は
、
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
え
て
い
っ
た
（「
避
難
所
で
の
避
難
者
対
応
に
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よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
益
城
町
の
情
報
公
開
制
度
は
「
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
」
な
ど
対
象
が
限

定
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
開
示
請
求
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。）

（10
（

　
そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
一
日
に
災
害
対
策
本
部
は
解
散
し
、
そ
れ
以
降
の
復
旧
・
復
興
業
務
は
主
に
六
月
に
新
設
さ
れ
た

震
災
復
興
本
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
以
上
、
熊
日
一
六
―
一
一
―
一
八
）。
現
在
、
震
災
復
興
本
部
の
業
務
を
引
継
い
で
い

る
の
は
、
危
機
管
理
課
で
あ
る
。
震
災
か
ら
四
年
経
過
し
た
二
〇
二
〇
年
一
〇
時
点
で
、
災
害
対
策
本
部
の
文
書
は
、
紙
文
書
に
つ
い

て
は
危
機
管
理
課
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
書
庫
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
二
節
　
執
務
環
境
の
整
備
―
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
と
文
書
管
理

　
五
月
に
入
っ
て
も
益
城
町
で
は
「
役
場
庁
舎
が
使
え
ず
、
転
入
・
転
出
を
受
け
付
け
る
窓
口
業
務
を
含
む
行
政
機
能
の
ほ
と
ん
ど
が

ま
ひ
状
態
」
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
）。「
執
務
環
境
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
役
場
機
能
が
停
止
し
、
混
乱
を
招
く
結
果
と

な
っ
た
」）

（10
（

の
で
あ
る
。
で
は
、
通
常
業
務
の
再
開
に
向
け
て
益
城
町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
益
城
町
は
四
月
二
三
日
の
災
害
対
策
本
部
会
議
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
設
置
を
決
定
し
、）

（10
（

二
五
日
に
「
執
務
環
境
の

確
保
」
を
主
な
業
務
内
容
と
す
る
役
場
機
能
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。）

（10
（

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
各
課
横
断
的
に
検
討
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
益
城
町
で
は
地
震
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。）

（10
（

ち
な
み

に
、
四
月
一
六
日
の
本
震
か
ら
二
五
日
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
ま
で
の
間
に
「
平
常
業
務
の
継
続
・
復
旧
」
に
関
わ
っ
た
職
員

は
全
職
員
の
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
四
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
職
員
は
「
避
難
所
で
の
避
難
者
対
応
に
関
す
る
業
務
」
に
あ
た
っ

て
い
た
。）

（10
（

地
震
直
後
の
四
月
は
、
執
務
環
境
の
整
備
に
人
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
五
月
末
に

か
け
て
「
平
常
業
務
の
継
続
・
復
旧
」
に
関
わ
る
職
員
は
、
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
え
て
い
っ
た
（「
避
難
所
で
の
避
難
者
対
応
に
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関
す
る
業
務
」
は
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）。
こ
う
し
た
な
か
で
通
常
業
務
再
開
に
向
け
た
執
務
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

以
下
で
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
の
基
盤
と
な
る
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
益
城
町
の
シ
ス
テ
ム
は
、
当
時
、「
情
報
系
シ
ス
テ
ム
」
と
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」
に
分
か
れ
て
い
た
。）

（10
（

情
報
系
と
基
幹
系
の
パ
ソ

コ
ン
は
別
々
に
な
っ
て
お
り
、情
報
系
の
パ
ソ
コ
ン
は
各
職
員
の
机
の
上
に
、基
幹
系
の
パ
ソ
コ
ン
は
課
に
一
～
二
台
、置
か
れ
て
い
た
。

一
．
情
報
系
シ
ス
テ
ム）

（10
（

　
益
城
町
の
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
、
文
書
管
理
や
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
管
理
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

た
。）

（（1
（

し
か
し
、
そ
の
復
旧
に
は
時
間
を
要
し
た
。
そ
れ
は
、
本
庁
舎
三
階
の
電
算
室
に
置
か
れ
た
情
報
系
サ
ー
バ
が
本
震
に
よ
っ
て
被

災
し
、
本
庁
舎
も
使
え
な
く
な
る
な
か
、「
は
ぴ
ね
す
」
に
シ
ス
テ
ム
機
器
を
移
設
し
、
回
線
の
敷
設
と
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
（
仮
サ
ー

バ
室
の
設
置
）
を
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
が
被
災
し
た
こ
と
で
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文
書
の
起
案
等
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
メ
モ
や
文
書
は
職
員
個
々
人
や
各
部
署
に
管
理
を
委
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
、
後
日
、
文
書
の
散
逸

が
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
．
基
幹
系
シ
ス
テ
ム）

（（（
（

　
益
城
町
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
基
本
台
帳
や
福
祉
関
係
の
台
帳
、
年
金
、
介
護
、
税
金
の
出
納
等
の
各
種
業
務
を
行
う
も
の

で
、
本
震
か
ら
一
週
間
ほ
ど
経
過
し
た
四
月
二
三
日
に
復
旧
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ
ウ
ド
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
は
外

部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
二
六
日
か
ら
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の
運
用
が
は
じ
ま
り
、
デ
ー
タ
更
新
の
事
務
処
理
が
で
き
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る
よ
う
に
な
っ
た
。）

（（0
（

　
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
は
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
益
城
町
は
、
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
益
城
町
の
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
は
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
当
初
、
被
災
者

台
帳
を
エ
ク
セ
ル
で
作
成
す
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
を
外
部
に
取
り
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。こ
う
し
た
な
か
で
益
城
町
で
は
、

罹
災
証
明
書
を
ス
ム
ー
ズ
に
発
行
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
進
め
た
。
す
な
わ
ち
、
熊
本
県
か
ら
紹
介
を
受
け
た
「
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
」（
京
都
大
学
や
新
潟
大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
開
発
し
た
も
の
）
の
導
入
で
あ
る
（
西
日
本
一
六
―
五
―
一
）。「
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
は
、
罹
災
証
明
書
な
ど
を
発
行
す
る
際
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
上
で
必
要
と
な

る
宛
名
情
報
を
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
か
ら
取
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
当
初
、
益
城
町
で
は
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
前
提
に
な
る
住
家
等
の
被
害
認
定
調
査
に
ま
で
手
が
回
ら
ず
（
西
日
本

一
六
―
四
―
二
四
）、四
月
三
〇
日
に
よ
う
や
く
調
査
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
三
〇
夕
刊
）。

ち
な
み
に
、
本
来
で
あ
れ
ば
被
害
認
定
調
査
は
、
罹
災
証
明
書
の
申
請
受
付
後
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
益
城
町
は
被
害

が
町
全
体
に
及
ぶ
と
判
断
し
、
申
請
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
す
べ
て
の
建
物
一
六
七
〇
〇
棟
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た）

（（0
（

（
以
上
、

熊
日
一
六
―
五
―
一
、
西
日
本
一
六
―
四
―
三
〇
夕
刊
）。

　
受
付
場
所
の
確
保
と
人
員
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
月
一
日
に
罹
災
証
明
書
の
受
付
が
飯
野
小
学
校
な
ど
の
避
難
所
で
は
じ

ま
っ
た
（
六
日
か
ら
は
公
民
館
で
も
開
始
）。
初
日
に
は
、三
六
七
三
件
の
交
付
申
請
が
あ
っ
た
（
西
日
本
一
六
―
五
―
二
）。
そ
し
て
、

二
〇
日
か
ら
熊
本
産
業
展
示
場
（
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
）
内
の
特
設
テ
ン
ト
で
罹
災
証
明
書
の
交
付
が
開
始
さ
れ
た
。
罹
災
証
明
書
発

行
に
際
し
て
必
要
と
な
る
備
品
は
、
外
注
で
用
意
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
罹
災
証
明
書
用
に
パ
ソ
コ
ン
四
五
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
一
〇
台
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る
よ
う
に
な
っ
た
。）

（（0
（

　
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
は
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
益
城
町
は
、
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
益
城
町
の
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
は
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
当
初
、
被
災
者

台
帳
を
エ
ク
セ
ル
で
作
成
す
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
を
外
部
に
取
り
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。こ
う
し
た
な
か
で
益
城
町
で
は
、

罹
災
証
明
書
を
ス
ム
ー
ズ
に
発
行
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
進
め
た
。
す
な
わ
ち
、
熊
本
県
か
ら
紹
介
を
受
け
た
「
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
」（
京
都
大
学
や
新
潟
大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
開
発
し
た
も
の
）
の
導
入
で
あ
る
（
西
日
本
一
六
―
五
―
一
）。「
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
は
、
罹
災
証
明
書
な
ど
を
発
行
す
る
際
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
上
で
必
要
と
な

る
宛
名
情
報
を
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
か
ら
取
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
当
初
、
益
城
町
で
は
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
前
提
に
な
る
住
家
等
の
被
害
認
定
調
査
に
ま
で
手
が
回
ら
ず
（
西
日
本

一
六
―
四
―
二
四
）、四
月
三
〇
日
に
よ
う
や
く
調
査
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
（
西
日
本
一
六
―
四
―
三
〇
夕
刊
）。

ち
な
み
に
、
本
来
で
あ
れ
ば
被
害
認
定
調
査
は
、
罹
災
証
明
書
の
申
請
受
付
後
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
益
城
町
は
被
害

が
町
全
体
に
及
ぶ
と
判
断
し
、
申
請
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
す
べ
て
の
建
物
一
六
七
〇
〇
棟
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た）

（（0
（

（
以
上
、

熊
日
一
六
―
五
―
一
、
西
日
本
一
六
―
四
―
三
〇
夕
刊
）。

　
受
付
場
所
の
確
保
と
人
員
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
月
一
日
に
罹
災
証
明
書
の
受
付
が
飯
野
小
学
校
な
ど
の
避
難
所
で
は
じ

ま
っ
た
（
六
日
か
ら
は
公
民
館
で
も
開
始
）。
初
日
に
は
、三
六
七
三
件
の
交
付
申
請
が
あ
っ
た
（
西
日
本
一
六
―
五
―
二
）。
そ
し
て
、

二
〇
日
か
ら
熊
本
産
業
展
示
場
（
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
）
内
の
特
設
テ
ン
ト
で
罹
災
証
明
書
の
交
付
が
開
始
さ
れ
た
。
罹
災
証
明
書
発

行
に
際
し
て
必
要
と
な
る
備
品
は
、
外
注
で
用
意
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
罹
災
証
明
書
用
に
パ
ソ
コ
ン
四
五
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
一
〇
台
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分
の
費
用
が
計
上
さ
れ
た
。）

（（0
（

　
　
第
三
節
　
本
庁
舎
外
で
の
執
務
再
開
と
文
書
管
理

一
．「
は
ぴ
ね
す
」
か
ら
「
中
央
公
民
館
」
へ

　
五
月
九
日
か
ら
「
は
ぴ
ね
す
」
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
戸
籍
関
係
の

証
明
書
発
行
な
ど
一
部
の
業
務
が
再
開
さ
れ
た
。
戸
籍
に
つ
い
て

は
、
益
城
町
に
本
籍
の
あ
る
人
の
戸
籍
異
動
処
理
が
全
国
の
自
治

体
か
ら
毎
日
届
く
な
か
で
、
早
期
の
業
務
再
開
が
目
指
さ
れ
た
。

し
か
し
、「
は
ぴ
ね
す
」
は
避
難
所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

「
多
く
の
避
難
者
が
い
る
中
で
、
個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
た
住

民
票
の
交
付
や
、
住
民
異
動
届
の
受
付
事
務
を
行
う
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
あ
っ
た
」）

（（0
（

。こ
う
し
た
な
か
で
役
場
機
能
再
建
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討
を
踏
ま
え
、
役
場
北
側
に
あ
る
「
中
央
公
民

館
」
の
応
急
的
な
改
修
が
行
わ
れ
た
（
写
真
９
）。
そ
し
て
、
執

務
を
再
開
で
き
る
場
所
の
確
保
と
並
行
し
て
、各
種
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。「
は
ぴ
ね
す
」
で
再
構
築
さ
れ
た
サ
ー

バ
は
、
執
務
の
行
わ
れ
る
「
中
央
公
民
館
」
と
回
線
で
結
ば
れ
た
。

　
五
月
一
五
日
に
「
は
ぴ
ね
す
」
の
仮
設
窓
口
は
閉
鎖
さ
れ
、
翌
一
六
日
午
後
一
時
か
ら
「
中
央
公
民
館
」
で
戸
籍
届
出
の
受
領
、
戸

籍
証
明
の
交
付
、
住
民
票
発
行
、
印
鑑
登
録
・
証
明
な
ど
の
窓
口
業
務
（
住
民
生
活
課
）
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
七
日
か
ら
は
、
住
民
生 （写真９）中央公民館（2017年１月６日撮影）
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活
に
直
結
す
る
罹
災
証
明
書
関
係
（
税
務
課
）・
障
害
者
関
係
（
福
祉
課
）・
要
介
護
者
関
係
（
い
き
い
き
長
寿
課
）
の
業
務
が
再
開
さ

れ
た
。）

（（0
（

そ
の
際
、
本
庁
舎
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
備
品
は
、
事
務
用
椅
子
程
度
で
、
事
務
用
デ
ス
ク
な
ど
は
寄
贈
に
よ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

や
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
な
ど
は
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。）

（（0
（

執
務
に
あ
た
る
職
員
は
、
避
難
所
運
営
を
他
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
や

支
援
法
人
に
任
せ
る
こ
と
で
確
保
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
ま
で
、
文
書
の
収
受
と
発
送
は
各
課
に
任
さ
れ
て
い
た
。
平
常
時
で
あ
れ
ば
役
場
内
の
全
て
の
文
書
の
収
受

や
発
送
は
、
文
書
担
当
課
で
あ
る
総
務
課
の
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
務
課
は
避

難
所
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
で

文
書
の
受
付
等
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
総
務
課
の
業
務
が
通
常
時
の
内
容
に

戻
る
の
は
、
次
に
述
べ
る
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」
等
で
執
務
を
開
始
し
た
六
月
六
日
以

降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
．「
中
央
公
民
館
」
と
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」
―
通
常
業
務
の
再
開

　
益
城
町
は
、
役
場
敷
地
内
に
新
た
に
建
設
し
た
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」（
写
真
10
）

と
役
場
北
側
に
あ
る
「
中
央
公
民
館
」
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
六
月
六
日
か
ら
通

常
業
務
を
再
開
さ
せ
た
。）

（（0
（

も
っ
と
も
、
執
務
室
は
「
業
務
に
必
要
な
事
務
機
器
、
机

や
キ
ャ
ビ
ネ
、
文
書
等
も
満
足
に
置
け
な
い
状
況
」
で
あ
っ
た
。）

（（0
（

通
常
業
務
に
あ
た

る
こ
と
の
で
き
る
職
員
は
、
そ
の
後
年
末
に
か
け
て
増
え
て
い
き
、「
平
常
業
務
の

継
続
・
復
旧
」
に
あ
た
る
職
員
は
、
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
月
二
五
日
か
ら
五

（写真10）中央公民館裏のプレハブ庁舎（2016年６月13日撮影）
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活
に
直
結
す
る
罹
災
証
明
書
関
係
（
税
務
課
）・
障
害
者
関
係
（
福
祉
課
）・
要
介
護
者
関
係
（
い
き
い
き
長
寿
課
）
の
業
務
が
再
開
さ

れ
た
。）

（（0
（

そ
の
際
、
本
庁
舎
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
備
品
は
、
事
務
用
椅
子
程
度
で
、
事
務
用
デ
ス
ク
な
ど
は
寄
贈
に
よ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

や
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
な
ど
は
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。）

（（0
（

執
務
に
あ
た
る
職
員
は
、
避
難
所
運
営
を
他
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
や

支
援
法
人
に
任
せ
る
こ
と
で
確
保
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
ま
で
、
文
書
の
収
受
と
発
送
は
各
課
に
任
さ
れ
て
い
た
。
平
常
時
で
あ
れ
ば
役
場
内
の
全
て
の
文
書
の
収
受

や
発
送
は
、
文
書
担
当
課
で
あ
る
総
務
課
の
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
務
課
は
避

難
所
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
で

文
書
の
受
付
等
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
総
務
課
の
業
務
が
通
常
時
の
内
容
に

戻
る
の
は
、
次
に
述
べ
る
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」
等
で
執
務
を
開
始
し
た
六
月
六
日
以

降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
．「
中
央
公
民
館
」
と
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」
―
通
常
業
務
の
再
開

　
益
城
町
は
、
役
場
敷
地
内
に
新
た
に
建
設
し
た
「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」（
写
真
10
）

と
役
場
北
側
に
あ
る
「
中
央
公
民
館
」
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
六
月
六
日
か
ら
通

常
業
務
を
再
開
さ
せ
た
。）

（（0
（

も
っ
と
も
、
執
務
室
は
「
業
務
に
必
要
な
事
務
機
器
、
机

や
キ
ャ
ビ
ネ
、
文
書
等
も
満
足
に
置
け
な
い
状
況
」
で
あ
っ
た
。）

（（0
（

通
常
業
務
に
あ
た

る
こ
と
の
で
き
る
職
員
は
、
そ
の
後
年
末
に
か
け
て
増
え
て
い
き
、「
平
常
業
務
の

継
続
・
復
旧
」
に
あ
た
る
職
員
は
、
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
月
二
五
日
か
ら
五

（写真10）中央公民館裏のプレハブ庁舎（2016年６月13日撮影）
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月
三
一
日
）
か
ら
五
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
六
月
一
日
か
ら
年
末
）
に
上
昇
し
た
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
本
庁
舎
外
で
の
執
務
に
あ
た
っ
て
は
、
立
入
り
制
限
さ
れ
た
本
庁
舎
一
階
の
文
書
保
存
庫
に
置
か
れ
た
図
面
な
ど

が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
文
書
保
存
庫
は
地
震
に
よ
り
一
部
の
移
動
式
書
架
で
倒
壊
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
文
書
そ
れ
自
体
に
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。）

（01
（

三
．
仮
設
庁
舎

　「
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
」
や
「
中
央
公
民
館
」
の
窮
屈
な
執
務
室
で
業
務
が
行
わ
れ
る

な
か
、益
城
町
は
本
庁
舎
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
北
側
に
位
置
す
る
、も
と
も
と
畑
の
あ
っ

た
場
所
に
プ
レ
ハ
ブ
建
築
に
よ
る
二
階
建
て
の
仮
設
庁
舎
の
建
設
を
進
め
た
。）

（0（
（

仮
設

庁
舎
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
の
強
度
も
踏
ま
え
西
側
別
棟
一
階
に
電
算
室
が
置
か
れ
た
。）

（00
（

ち
な
み
に
、
電
算
室
の
隣
に
は
危
機
管
理
課
と
書
庫
が
配
置
さ
れ
た
。

　
仮
設
庁
舎
へ
の
引
越
し
は
、
二
〇
一
七
年
五
月
六
日
に
行
わ
れ
た
（
熊
日
一
七
―

五
―
七
）。
そ
し
て
、
五
月
八
日
か
ら
仮
設
庁
舎
で
の
執
務
が
は
じ
ま
っ
た
（
熊
日

一
七
―
五
―
七
）（
写
真
11
）。
仮
庁
舎
へ
の
引
越
し
に
際
し
て
は
、
本
庁
舎
か
ら
必

要
な
も
の
は
す
べ
て
持
ち
出
さ
れ
た
が
、
地
震
関
係
以
外
の
保
存
年
限
を
過
ぎ
た
文

書
の
廃
棄
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
総
務
課
か
ら
は
、
出
納
閉
鎖
が
六
月
に
あ
る
こ
と

か
ら
各
課
に
文
書
整
理
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
庁
舎
と
中
央
公
民
館
の
解
体
に
伴
い
、
文
書
の
保
存
場
所
が
不
足
す

（写真11）仮設庁舎（2018年７月９日撮影）
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る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。）

（00
（

こ
れ
を
受
け
て
仮
設
庁
舎
の
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
棟
が
新
た
に
建
設
さ
れ
、各
課
に
文
書
保
存
用
の
ス
ペ
ー

ス
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。

第
四
節
　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

　
二
〇
一
六
年
八
月
に
本
庁
舎
の
「
杭
基
礎
の
調
査
」
と
「
被
災
度
区
分
判
定
」
が
行
わ
れ
、
九
月
末
に
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。）

（00
（

こ
れ
に
よ
り
本
庁
舎
に
あ
る
一
七
〇
本
の
基
礎
杭
の
大
部
分
に
損
傷
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
熊
日
一
六
―
一
〇
―

一
三
）。
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
総
務
課
は
一
〇
月
三
日
に
研
究
者
や
建
設
設
計
事
務
所
関
係
者
か
ら
意
見
聴
取
し
、）

（00
（

一
〇
月
一
二

日
の
町
議
会
定
例
会
で
町
長
は
「
被
災
し
た
庁
舎
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
役
場
内
の
政
策
調
整
会
議
で
協
議
し
た
結
果
、
建
て
か
え

が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
」）

（00
（

と
そ
の
後
の
方
向
性
を
示
し
た
。
新
庁
舎
の
建
設
場
所
や
機
能
に
つ
い
て
は
二
〇
一
七

年
一
月
三
〇
日
か
ら
「
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
（
二
〇
一
八
年
二
月
ま
で
）、
二
〇
一
八
年
三
月
に
「
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
間
、「
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
と
職
員
に
よ
る
「
新
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
の
議
論
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
た
。）

（00
（

か
く
し
て
新
庁
舎
は
、
も
と
も
と
本
庁
舎

が
あ
っ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
着
工
・
二
〇
二
一
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日

一
七
―
一
二
―
六
）。
本
庁
舎
の
解
体
工
事
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
に
終
了
し
た
。

　
二
〇
二
〇
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
益
城
町
新
庁
舎
建
設
設
計
業
務

　
基
本
計
画
書

　
概
要
版
」
に
よ
る
と
、
新
庁
舎
は
二
階
部
分

に
防
災
拠
点
機
能
を
集
中
し
、
電
算
室
も
同
階
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
震
の
経
験
か
ら
い
え
ば
電
算
室
は
一
階
部
分
に
配

置
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
も
い
え
る
が
、
新
庁
舎
で
は
震
災
後
も
行
政
機
能
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
基
礎
免
震
構
造
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
ま
た
書
庫
に
つ
い
て
は
、四
階
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（「
益
城
町
新
庁
舎
建
設
設
計
業
務

　
実
施
設
計
説
明
書

　
概
要
版
」
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る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。）

（00
（

こ
れ
を
受
け
て
仮
設
庁
舎
の
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
棟
が
新
た
に
建
設
さ
れ
、各
課
に
文
書
保
存
用
の
ス
ペ
ー

ス
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。

第
四
節
　
新
庁
舎
の
建
設
と
文
書
の
保
存
管
理

　
二
〇
一
六
年
八
月
に
本
庁
舎
の
「
杭
基
礎
の
調
査
」
と
「
被
災
度
区
分
判
定
」
が
行
わ
れ
、
九
月
末
に
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。）

（00
（

こ
れ
に
よ
り
本
庁
舎
に
あ
る
一
七
〇
本
の
基
礎
杭
の
大
部
分
に
損
傷
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
熊
日
一
六
―
一
〇
―

一
三
）。
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
総
務
課
は
一
〇
月
三
日
に
研
究
者
や
建
設
設
計
事
務
所
関
係
者
か
ら
意
見
聴
取
し
、）

（00
（

一
〇
月
一
二

日
の
町
議
会
定
例
会
で
町
長
は
「
被
災
し
た
庁
舎
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
役
場
内
の
政
策
調
整
会
議
で
協
議
し
た
結
果
、
建
て
か
え

が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
」）

（00
（

と
そ
の
後
の
方
向
性
を
示
し
た
。
新
庁
舎
の
建
設
場
所
や
機
能
に
つ
い
て
は
二
〇
一
七

年
一
月
三
〇
日
か
ら
「
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
（
二
〇
一
八
年
二
月
ま
で
）、
二
〇
一
八
年
三
月
に
「
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
間
、「
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
と
職
員
に
よ
る
「
新
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
の
議
論
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
た
。）

（00
（

か
く
し
て
新
庁
舎
は
、
も
と
も
と
本
庁
舎

が
あ
っ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
着
工
・
二
〇
二
一
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日

一
七
―
一
二
―
六
）。
本
庁
舎
の
解
体
工
事
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
に
終
了
し
た
。

　
二
〇
二
〇
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
益
城
町
新
庁
舎
建
設
設
計
業
務

　
基
本
計
画
書

　
概
要
版
」
に
よ
る
と
、
新
庁
舎
は
二
階
部
分

に
防
災
拠
点
機
能
を
集
中
し
、
電
算
室
も
同
階
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
震
の
経
験
か
ら
い
え
ば
電
算
室
は
一
階
部
分
に
配

置
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
も
い
え
る
が
、
新
庁
舎
で
は
震
災
後
も
行
政
機
能
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
基
礎
免
震
構
造
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
ま
た
書
庫
に
つ
い
て
は
、四
階
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（「
益
城
町
新
庁
舎
建
設
設
計
業
務

　
実
施
設
計
説
明
書

　
概
要
版
」
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二
〇
二
〇
年
九
月
）。

　
新
庁
舎
完
成
後
、
益
城
町
役
場
は
仮
設
庁
舎
か
ら
引
越
し
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
書
管
理
に
つ
い
て
い
え
ば
、
移
動
さ
せ
る
文
書

の
整
理
や
、
課
の
編
制
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
文
書
の
引
継
ぎ
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
災
害
対
策
本
部
の
文
書

は
、
現
在
、
保
存
期
間
を
延
長
し
、
保
管
さ
れ
続
け
て
い
る
。
益
城
町
は
、
新
庁
舎
へ
の
移
動
時
に
こ
う
し
た
文
書
を
ど
の
よ
う
に
保

存
し
て
い
く
か
の
判
断
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
第
四
章

　
お
わ
り
に

　
宇
土
市
長
は
熊
本
地
震
か
ら
の
一
年
を
振
り
返
り
「
１
９
５
８
年
の
市
制
施
行
以
来
、
最
大
の
危
機
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
熊

日
一
七
―
四
―
一
四
）。
本
稿
で
は
、
自
治
体
の
行
政
庁
舎
が
地
震
に
よ
り
被
災
し
、
立
入
り
禁
止
に
な
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、

行
政
は
そ
の
活
動
の
基
礎
と
な
る
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
ど
の
よ
う
に
再
開
／
継
続
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
き
た
。
熊
本

地
震
に
お
け
る
宇
土
市
と
益
城
町
の
事
例
か
ら
は
、
非
常
時
の
文
書
管
理
体
制
に
つ
い
て
平
常
時
か
ら
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
災
害
対

応
や
執
務
の
継
続
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
舎
が
被
災
し
、
使
用
不
可
能
と
な
ら
な
い
よ
う
に
予
め
技
術
的
な
対
策
を
講
じ

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
央
政
府
は
、
自
治
体
が
庁
舎
の
耐
震
化
工
事
な
ど
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
二
〇
一
六
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
っ
た
「
緊
急
防
災
・
減
債
事
業
債
」
を
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
延
長
し
、
元
利
償
還
金
の

七
割
を
地
方
交
付
税
措
置
す
る
と
し
て
い
る
（
熊
日
一
九
―
一
一
―
八
夕
刊
）。
し
か
し
、
建
築
基
準
法
や
耐
震
改
修
促
進
法
に
則
し

た
行
政
庁
舎
に
し
た
と
し
て
も
な
お
、
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
常
に
念
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
専
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門
家
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。）

（00
（

　
　	

建
築
基
準
法
や
耐
震
改
修
促
進
法
は
、
大
地
震
時
に
建
物
内
部
の
人
命
を
守
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
杭
が
破
損
し
て
も
、

建
物
が
倒
壊
・
崩
壊
し
な
け
れ
ば
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
だ
が
近
年
の
地
震
で
、
法
の
目
的
は
達
成
し
た
も
の
の
、
傾
斜
に
よ
っ

て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
例
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
益
城
町
役
場
庁
舎
は
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
法
律
の
目
的
は
、
行
政
庁
舎
内
で
執
務
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
は
な
か
っ
た
。
耐
震
基
準
は
、
大
規
模
地
震
後
の
執
務

室
の
利
用
ま
で
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
毎
日
一
六
―
五
―
九
東
京
）。
加
え
て
、
熊
本
地
震
で
は
「
本
震
」
後
も

余
震
が
続
き
、
五
月
二
日
午
後
七
時
ま
で
に
震
度
一
以
上
の
地
震
は
一
一
五
七
回
に
達
し
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
三
）。
こ
こ
で
は
地

震
が
一
回
で
は
収
束
せ
ず
、
余
震
が
断
続
的
に
続
く
な
か
で
執
務
に
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
職
員
の
心
理
的
な
負
担
に
つ
い
て
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
の
最
後
に
、
非
常
時
を
見
据
え
た
文
書
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
震
災
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
お
け
る
対
応
に
即
し
て
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。）

（00
（

な
お
、
こ
う
し
た
非
常
事
態
に
陥
っ
た
と
き
の
文
書
管
理
に
つ
い
て

自
治
体
相
互
で
ど
の
よ
う
な
情
報
交
換
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
第
一
は
、
震
災
直
後
の
応
急
対
策
が
必
要
と
な
る
段
階
で
あ
る
。
被
災
に
よ
っ
て
本
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

災
害
対
策
本
部
は
機
能
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。）

（01
（

二
〇
一
八
年
四
月
の
時
点
で
、
熊
本
県
内
の
基
礎
自
治
体
に

お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
代
替
庁
舎
を
指
定
し
て
い
る
の
は
三
六
市
町
村
（
県
内
市
町
村
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
（
熊
日
一
八
―
四
―

一
六
）。
し
か
し
、
宇
土
市
に
見
る
よ
う
に
、
移
転
先
で
あ
る
代
替
庁
舎
を
決
め
る
だ
け
で
は
災
害
対
策
本
部
は
機
能
し
な
い
。
ま
ず
、

全
て
の
移
転
先
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
宇
土
市
で
は
、「
地
域
防
災
計
画
書
」
に
お
い
て
市
役
所
別
館
→

論　　説
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門
家
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。）

（00
（

　
　	
建
築
基
準
法
や
耐
震
改
修
促
進
法
は
、
大
地
震
時
に
建
物
内
部
の
人
命
を
守
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
杭
が
破
損
し
て
も
、

建
物
が
倒
壊
・
崩
壊
し
な
け
れ
ば
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
だ
が
近
年
の
地
震
で
、
法
の
目
的
は
達
成
し
た
も
の
の
、
傾
斜
に
よ
っ

て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
例
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
益
城
町
役
場
庁
舎
は
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
法
律
の
目
的
は
、
行
政
庁
舎
内
で
執
務
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
は
な
か
っ
た
。
耐
震
基
準
は
、
大
規
模
地
震
後
の
執
務

室
の
利
用
ま
で
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
毎
日
一
六
―
五
―
九
東
京
）。
加
え
て
、
熊
本
地
震
で
は
「
本
震
」
後
も

余
震
が
続
き
、
五
月
二
日
午
後
七
時
ま
で
に
震
度
一
以
上
の
地
震
は
一
一
五
七
回
に
達
し
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
三
）。
こ
こ
で
は
地

震
が
一
回
で
は
収
束
せ
ず
、
余
震
が
断
続
的
に
続
く
な
か
で
執
務
に
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
職
員
の
心
理
的
な
負
担
に
つ
い
て
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
の
最
後
に
、
非
常
時
を
見
据
え
た
文
書
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
震
災
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
お
け
る
対
応
に
即
し
て
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。）

（00
（

な
お
、
こ
う
し
た
非
常
事
態
に
陥
っ
た
と
き
の
文
書
管
理
に
つ
い
て

自
治
体
相
互
で
ど
の
よ
う
な
情
報
交
換
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
第
一
は
、
震
災
直
後
の
応
急
対
策
が
必
要
と
な
る
段
階
で
あ
る
。
被
災
に
よ
っ
て
本
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

災
害
対
策
本
部
は
機
能
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。）

（01
（

二
〇
一
八
年
四
月
の
時
点
で
、
熊
本
県
内
の
基
礎
自
治
体
に

お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
代
替
庁
舎
を
指
定
し
て
い
る
の
は
三
六
市
町
村
（
県
内
市
町
村
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
（
熊
日
一
八
―
四
―

一
六
）。
し
か
し
、
宇
土
市
に
見
る
よ
う
に
、
移
転
先
で
あ
る
代
替
庁
舎
を
決
め
る
だ
け
で
は
災
害
対
策
本
部
は
機
能
し
な
い
。
ま
ず
、

全
て
の
移
転
先
に
立
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
宇
土
市
で
は
、「
地
域
防
災
計
画
書
」
に
お
い
て
市
役
所
別
館
→

論　　説
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市
庁
舎
内
→
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
順
で
災
害
対
策
本
部
を
移
転
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
全
て
の
候
補
地
に
つ
い
て
災
害
対
策
本
部
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
次
に
、
ど
の
よ
う
に
災
害
対
策
本
部
を
移
転
さ
せ
る
の
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
災
害
対
策
本
部
を
実
際
に
機
能
さ
せ
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
、
様
々
な
記
録
を
と
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
や
文
房

具
類
の
確
保
、
記
録
を
管
理
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
整
備
な
ど
で
あ
る
。
益
城
町
は
、
後
日
、
災
害
対
策
本
部
の
運
営
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
「
屋
外
に
災
害
対
策
本
部
を
設
営
し
た
が
、
机
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
準
備
す
べ
き
備
品
や
事
務
用
品
が
少
な
く
運
営
に
支

障
を
き
た
し
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。）

（0（
（

災
害
対
策
本
部
に
何
を
ど
の
よ
う
に
持
ち
込
む
か
に
つ
い
て
は
平
常
時
か
ら
検
討
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
二
は
、
復
旧
・
復
興
の
段
階
で
あ
る
。
被
災
し
た
住
民
の
生
活
を
回
復
し
て
い
く
上
で
、
自
治
体
は
罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
様
々

な
文
書
を
作
成
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
震
災
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
・
回
線
・
電
源
・
端
末
・

用
紙
な
ど
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
の
前
提
と
な
る
部
分
で
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
。

　
ま
ず
デ
ー
タ
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
バ
を
庁
舎
内
に
置
く
か
／
庁
舎
外
に
置
く
か
が
一
つ
の
論
点
に
な
る
。
益
城
町
で
は
本
庁

舎
三
階
（
庁
舎
内
）
に
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
を
設
置
し
て
い
た
が
、
地
震
に
よ
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
の

復
旧
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
い
た
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
は
無
事
で
あ
っ
た
）。
こ
れ
に
対
し
宇
土
市
で
は

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
も
の
の
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
が
置
か
れ
た
市
役
所
別
館
は
被
災
か
ら
免
れ
、
ク

ラ
ウ
ド
化
し
て
い
た
情
報
系
シ
ス
テ
ム
も
無
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ー
バ
を
本
庁
舎
の
外
に
置
く
こ
と
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
熊
本
地
震
の
際
に
は
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
宇
土
市
で
あ
る
が
、
二
〇
二
〇
年
七
月
の
熊
本
県
南
豪
雨）

（00
（

で
は
宇
土
市
と

人
吉
市
を
結
ぶ
光
回
線
が
断
線
し
た
こ
と
で
、
宇
土
市
は
外
部
サ
ー
バ
に
一
時
ア
ク
セ
ス
で
き
な
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
結

果
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
な
く
な
り
、
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
住
民
票
の
発
行
等
の
通
常
業
務
に
も
支
障
が
出
る
こ
と

行政庁舎の被災と文書による行政

101（熊本法学151号 ’21）

―「平成28年（2016年）熊本地震」における行政庁舎立入り禁止のなかでの文書管理―

が
危
惧
さ
れ
た
。）

（00
（

こ
う
し
た
遠
隔
地
に
あ
る
サ
ー
バ
に
接
続
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
は
、
同
時
期
の
八
代
市
役
所
（
熊
本
県
）
で

も
見
ら
れ
た
（
以
上
、
熊
日
二
〇
―
七
―
五
）。
こ
の
こ
と
は
サ
ー
バ
を
本
庁
舎
外
に
お
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
文
書
に
よ
る
行
政
」
の
前
提
に
あ
る
デ
ー
タ
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
サ
ー
バ
を
庁
舎
内
に
置
く
か
／
庁
舎
外
に
置
く
か
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
回
線
や

送
電
）
に
つ
い
て
も
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
パ
ソ
コ
ン
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
道
具
と
な
る
た
め
、
本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
平
常
時
に
は
な
い
業
務
の

た
め
に
も
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
に
な
る
）。
ま
た
、
プ
リ
ン
タ
ー
や
特
殊
な
加
工
を
施
し
た
用
紙
も
文
書
の
発
行
等
に
際
し
て
は
必
要
に

な
る
。
さ
ら
に
パ
ソ
コ
ン
機
器
と
デ
ー
タ
を
運
用
す
る
に
は
電
源
も
必
要
で
あ
る
。
益
城
町
は
「
非
常
用
電
源
装
置
が
損
傷
し
、
電
源

供
給
が
途
絶
え
た
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、「
非
常
用
電
源
を
庁
舎
高
層
階
に
配
置
せ
ず
、
地
上
配
置
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

と
「
改
善
の
方
向
性
」
を
記
し
て
い
る
。）

（00
（

　
第
三
は
、
通
常
業
務
が
再
開
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
行
政
庁
舎
が
被
災
し
た
場
合
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
仮
設
庁
舎
で
の
執
務
が

続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
な
か
で
、
通
常
業
務
の
再
開
に
伴
っ
て
生
ず
る
文
書
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
業
務
の
な
か
で

作
成
さ
れ
る
文
書
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
は
一
つ
の
論
点
と
な
る
。
た
と
え
ば
宇
土
市
で
は
危
機
管
理
課
の
文
書
と
し
て
災
害
対

策
本
部
文
書
を
保
存
し
て
い
る
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
文
書
が
散
逸
し
て
し
ま
う
自
治
体
も
多
く
、
こ
う
し
た
非
常
時
に
作
成
さ

れ
た
文
書
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く
か
は
被
災
し
た
自
治
体
に
共
通
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。）

（00
（

　
こ
う
し
た
文
書
の
散
逸
は
、
仮
設
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
へ
の
移
転
が
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
全
史
料
協
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
に
よ
る
と
、
熊
本
県
内
の
基
礎
自
治
体
（
四
五
自
治
体
）
の
う
ち
九
自
治
体
で
熊
本
地
震
に
よ
り
庁
舎

論　　説
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が
危
惧
さ
れ
た
。）

（00
（

こ
う
し
た
遠
隔
地
に
あ
る
サ
ー
バ
に
接
続
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
は
、
同
時
期
の
八
代
市
役
所
（
熊
本
県
）
で

も
見
ら
れ
た
（
以
上
、
熊
日
二
〇
―
七
―
五
）。
こ
の
こ
と
は
サ
ー
バ
を
本
庁
舎
外
に
お
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
文
書
に
よ
る
行
政
」
の
前
提
に
あ
る
デ
ー
タ
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
サ
ー
バ
を
庁
舎
内
に
置
く
か
／
庁
舎
外
に
置
く
か
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
回
線
や

送
電
）
に
つ
い
て
も
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
パ
ソ
コ
ン
は
、「
文
書
に
よ
る
行
政
」
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
道
具
と
な
る
た
め
、
本
庁
舎
に
立
入
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
平
常
時
に
は
な
い
業
務
の

た
め
に
も
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
に
な
る
）。
ま
た
、
プ
リ
ン
タ
ー
や
特
殊
な
加
工
を
施
し
た
用
紙
も
文
書
の
発
行
等
に
際
し
て
は
必
要
に

な
る
。
さ
ら
に
パ
ソ
コ
ン
機
器
と
デ
ー
タ
を
運
用
す
る
に
は
電
源
も
必
要
で
あ
る
。
益
城
町
は
「
非
常
用
電
源
装
置
が
損
傷
し
、
電
源

供
給
が
途
絶
え
た
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、「
非
常
用
電
源
を
庁
舎
高
層
階
に
配
置
せ
ず
、
地
上
配
置
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

と
「
改
善
の
方
向
性
」
を
記
し
て
い
る
。）

（00
（

　
第
三
は
、
通
常
業
務
が
再
開
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
行
政
庁
舎
が
被
災
し
た
場
合
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
仮
設
庁
舎
で
の
執
務
が

続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
な
か
で
、
通
常
業
務
の
再
開
に
伴
っ
て
生
ず
る
文
書
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
業
務
の
な
か
で

作
成
さ
れ
る
文
書
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
は
一
つ
の
論
点
と
な
る
。
た
と
え
ば
宇
土
市
で
は
危
機
管
理
課
の
文
書
と
し
て
災
害
対

策
本
部
文
書
を
保
存
し
て
い
る
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
文
書
が
散
逸
し
て
し
ま
う
自
治
体
も
多
く
、
こ
う
し
た
非
常
時
に
作
成
さ

れ
た
文
書
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く
か
は
被
災
し
た
自
治
体
に
共
通
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。）

（00
（

　
こ
う
し
た
文
書
の
散
逸
は
、
仮
設
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
へ
の
移
転
が
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
全
史
料
協
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
に
よ
る
と
、
熊
本
県
内
の
基
礎
自
治
体
（
四
五
自
治
体
）
の
う
ち
九
自
治
体
で
熊
本
地
震
に
よ
り
庁
舎

論　　説
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移
転
（
出
先
機
関
を
含
む
）
の
必
要
性
が
生
じ
（
予
定
含
む
）、
庁
舎
移
転
に
伴
い
六
自
治
体
で
文
書
の
廃
棄
が
行
わ
れ
た
（
予
定
含

む
）。）

（00
（

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
仮
設
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
に
移
動
す
る
と
き
に
震
災
関
連
文
書
が
廃
棄
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

と
い
え
る
。

　
も
っ
と
も
、
自
治
体
の
行
政
庁
舎
が
使
え
な
く
な
る
の
は
地
震
の
場
合
に
限
ら
な
い
。
水
害
・
火
災
・
原
発
事
故
に
よ
っ
て
も
生
じ

う
る
。
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
（
岩
手
県
）
は
地
震
と
津
波
に
よ
り
市
役
所
が
被
災
し
た
。）

（00
（

ま
た
、
今

日
で
は
感
染
症
に
よ
る
行
政
庁
舎
へ
の
立
入
り
禁
止
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
春
以
降
、
日
本
国
内
で

も
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ
っ
て
は
、
熊
本
県
内
だ
け
で
も
菊
地
市
役
所
（
二
〇
二
〇
年
七
月
）、

上
天
草
市
役
所
（
同
一
一
月
）、
阿
蘇
市
役
所
（
同
一
二
月
）、
山
鹿
市
役
所
（
同
一
二
月
）、
高
森
町
役
場
（
同
一
二
月
）
な
ど
に
お

い
て
、数
日
で
は
あ
る
も
の
の
本
庁
舎
が
全
面
閉
鎖
に
な
っ
た
。

ま
た
、熊
本
市
役
所
で
は
一
部
の
フ
ロ
ア
が
閉
鎖
（
同
一
一
月
）

さ
れ
た
（
写
真
12
）。
ち
な
み
に
、
菊
地
市
役
所
は
本
庁
舎
を

閉
鎖
し
た
こ
と
で
、
証
明
書
の
発
行
業
務
は
支
所
で
受
け
付
け

る
こ
と
に
な
っ
た
（
熊
日
二
〇
―
七
―
二
八
）。
ま
た
、
高
森

町
で
も
窓
口
業
務
は
出
張
所
で
行
わ
れ
た
（
熊
日
二
〇
―
一
二

―
二
三
）。
こ
う
し
た
地
震
以
外
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
研
究

を
重
ね
る
こ
と
で
、
非
常
時
の
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
に
つ
い

て
多
面
的
に
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

（写真12）一部立入り禁止の掲示
（2020年11月26日撮影）

行政庁舎の被災と文書による行政
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（
付
記
）

　
本
稿
の
内
容
は
す
べ
て
執
筆
者
の
責
任
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
熊
本
県
益
城
町
役
場
や
宇
土
市
役
所
の

関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
方
々
か
ら
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
聴
き
取
り
調
査
等
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
文
中
の
写
真
は
、
全
て
執
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
脱
稿
、

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
一
部
改
稿
。）

注（
１
）「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
概
要
」（
気
象
庁
技
術
報
告

　
第
一
三
五
号

　
二
〇
一
八
年
）
三
頁
。

（
２
）
八
代
市
議
会
は
前
震
当
日
（
四
月
一
四
日
）
に
第
一
〇
回
「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
開
催
し
て
い
た
（https://w

w
w

.city.

yatsushiro.lg.jp/kiji0035051/index.htm
l

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）。
二
〇
一
六
年
九
月
の
時
点
で
本
庁
舎
が
使
用
中
止
に
な
っ
て
い
た

の
は
、
熊
本
県
内
で
は
天
草
市
を
入
れ
た
六
市
町
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。
こ
の
う
ち
天
草
市
役
所
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
本

庁
舎
（
本
館
）
の
改
築
が
熊
本
地
震
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
地
震
に
よ
る
本
庁
舎
（
本
館
）
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
二
〇
一
六
年
七
月
に

機
能
の
一
部
を
移
転
さ
せ
て
い
た
（「
市
政
だ
よ
り
天
草
」
二
〇
一
六
年
七
月
、
№
246
）。
そ
の
後
、
工
事
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
二
〇
一
七

年
二
月
二
一
日
に
本
庁
舎
（
本
館
）
は
閉
鎖
・
解
体
さ
れ
た
。

（
３
）
こ
こ
で
の
六
県
と
は
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
・
埼
玉
県
で
あ
る
。
中
央
防
災
会
議
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教

訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
）「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告

　

参
考
図
表
集
」（
二
〇
一
一
年
）
七
五
頁
。

（
４
）M

ax W
eber, W

irtschaft und G
esellschaft, G

rundriss der verstehenden Soziologie: M
it einem

 Anhang; die rationalen und soziologischen 

論　　説
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（
付
記
）

　
本
稿
の
内
容
は
す
べ
て
執
筆
者
の
責
任
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
熊
本
県
益
城
町
役
場
や
宇
土
市
役
所
の

関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
方
々
か
ら
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
聴
き
取
り
調
査
等
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
文
中
の
写
真
は
、
全
て
執
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
脱
稿
、

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
一
部
改
稿
。）

注（
１
）「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
概
要
」（
気
象
庁
技
術
報
告

　
第
一
三
五
号

　
二
〇
一
八
年
）
三
頁
。

（
２
）
八
代
市
議
会
は
前
震
当
日
（
四
月
一
四
日
）
に
第
一
〇
回
「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
開
催
し
て
い
た
（https://w

w
w

.city.

yatsushiro.lg.jp/kiji0035051/index.htm
l

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）。
二
〇
一
六
年
九
月
の
時
点
で
本
庁
舎
が
使
用
中
止
に
な
っ
て
い
た

の
は
、
熊
本
県
内
で
は
天
草
市
を
入
れ
た
六
市
町
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。
こ
の
う
ち
天
草
市
役
所
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
本

庁
舎
（
本
館
）
の
改
築
が
熊
本
地
震
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
地
震
に
よ
る
本
庁
舎
（
本
館
）
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
二
〇
一
六
年
七
月
に

機
能
の
一
部
を
移
転
さ
せ
て
い
た
（「
市
政
だ
よ
り
天
草
」
二
〇
一
六
年
七
月
、
№
246
）。
そ
の
後
、
工
事
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
二
〇
一
七

年
二
月
二
一
日
に
本
庁
舎
（
本
館
）
は
閉
鎖
・
解
体
さ
れ
た
。

（
３
）
こ
こ
で
の
六
県
と
は
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
・
埼
玉
県
で
あ
る
。
中
央
防
災
会
議
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教

訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
）「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告

　

参
考
図
表
集
」（
二
〇
一
一
年
）
七
五
頁
。

（
４
）M

ax W
eber, W

irtschaft und G
esellschaft, G

rundriss der verstehenden Soziologie: M
it einem

 Anhang; die rationalen und soziologischen 
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G
rundlagen der M

usik

（Tübingen:M
ohr,1956

）S.560. 

邦
訳

　
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
世
良
晃
志
郎
訳
）『
支
配
の
社
会
学

　
Ⅰ
』（
創
文

社
、
一
九
六
〇
年
）
六
一
頁
。
な
お
、
邦
訳
も
参
照
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
即
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。From

 M
ax W

eber: Eassys 

in Sociology, Translated, Edited and w
ith an Introducyion by H

.H
.G

erth and C
. W

right M
ills

（w
ith a new

 preface by B
ryan S. Turner

）, 

London, 1991, p.197.

も
参
照
し
た
。

（
５
）
応
急
業
務
と
は
「
災
害
応
急
対
策
業
務
や
早
期
実
施
の
優
先
度
が
高
い
復
旧
・
復
興
業
務
等
」
を
指
す
（
内
閣
府
（
防
災
担
当
）「
市
町
村
の
た

め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
」
平
成
二
七
年
五
月
、
二
頁
）。

（
６
）「
熊
本
地
震
の
対
応
に
関
す
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
お
け
る
元
松
茂
樹
宇
土
市
長
の
発
言
（『
熊
本
地
震
の
発
災
４
か
月
以
降
の
復
旧
・

復
興
に
関
す
る
検
証
報
告
書
』（
二
〇
一
八
年
）
二
八
頁
）。

（
７
）宇
土
市『
平
成
28
年

　
熊
本
地
震
、豪
雨
災
害

　
震
災
記
録
誌

　
越
え
て
行
く
』（
宇
土
市
、二
〇
二
〇
年
）七
七
頁
。
以
下
、『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』

と
記
す
。

（
８
）
近
代
官
僚
制
の
特
質
で
あ
る
「
文
書
に
よ
る
行
政
」
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
確
立
過
程
を
歴
史
的
な
展
開
に
即
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、

井
出
嘉
憲
「
行
政
に
お
け
る
文
書
管
理
―
『
生
き
た
施
設
』
の
理
念
と
現
実
」（『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
五
号
、
一
九
八
四
年
）。

（
９
）
行
政
学
の
視
点
か
ら
の
論
考
を
集
め
た
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
小
原
隆
治
・
稲
継
裕
昭
編
『
震
災
後
の
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
東
洋
経

済
新
報
社
、
二
〇
一
五
年
）。
稲
継
裕
昭
編
『
東
日
本
大
震
災
大
規
模
調
査
か
ら
読
み
解
く
災
害
対
応
―
自
治
体
の
体
制
・
職
員
の
行
動
―
』（
第

一
法
規
、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
、
行
政
庁
舎
の
被
災
に
つ
い
て
は
、
建
築
学
か
ら
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
行
政
学
か
ら
の
研
究
は
皆
無
で

あ
る
。

（
10
）
た
と
え
ば
、
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
罹
災
証
明
書
の
交
付
等
に
関
す
る
実
態
調
査
―
平
成
28
年
熊
本
地
震

を
中
心
と
し
て
―
結
果
報
告
書
」（
二
〇
一
八
年
一
月
）
は
、
罹
災
証
明
書
の
交
付
に
焦
点
を
あ
て
、
各
自
治
体
に
よ
る
検
証
報
告
書
を
整
理
し
て

い
る
。

（
11
）た
と
え
ば
、今
井
照『
自
治
体
再
建
―
原
発
避
難
と「
移
動
す
る
村
」』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
四
年
）で
は
、東
日
本
大
震
災
直
後
の
国
見
町
役
場（
福

行政庁舎の被災と文書による行政
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島
県
）
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
三
一
―
三
四
頁
）。

（
12
）
い
ず
れ
も
熊
本
地
震
直
前
の
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
時
点
の
も
の
。
宇
土
市
に
つ
い
て
は
「
行
政
区
別
総
計
票
」（
二
〇
一
六
年
三
月
三
一

日
）、
益
城
町
に
つ
い
て
は
「
行
政
区
別
人
口
表
」（
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
）
を
参
照
し
た
（
宇
土
市
Ｈ
Ｐ

　https://w
w

w
.city.uto.lg.jp/q/

aview
/40/17678.htm

l

、
益
城
町
Ｈ
Ｐ

　https://w
w

w
.tow

n.m
ashiki.lg.jp/kiji0032535/index.htm

l

、
い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲

覧
）。

（
13
）「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
長
野
県
須
坂
市
議
会

　
行
政
視
察
）。https://w

w
w

.city.suzaka.nagano.jp/contents/item
.

php?id=5d54c7d1a63e9

（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
14
）「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」（
二
〇
一
八
年
）
二
頁
。

（
15
）
二
〇
一
六
年
三
月
八
日
の
平
成
二
八
年
三
月
定
例
会
（
第
一
回
）
に
お
い
て
、
元
松
茂
樹
市
長
は
新
庁
舎
建
設
の
経
緯
、
建
設
費
の
問
題
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

（
16
）
二
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
三
〇
年
度
三
月
定
例
会
（
第
一
回
）
に
お
け
る
元
松
茂
樹
市
長
の
答
弁
。「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
」（
二
〇
一
八
年
）
二
頁
。

（
17
）
も
っ
と
も
、
西
村
博
則
町
長
は
後
日
、
耐
震
補
強
を
せ
ず
、
庁
舎
が
倒
壊
し
て
い
れ
ば
広
範
囲
に
被
害
が
広
が
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
熊

日
一
六
―
九
―
一
四
）。

（
18
）
財
政
難
か
ら
庁
舎
の
耐
震
化
や
改
築
が
遅
れ
た
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
葉
上
太
郎
「『
命
』
の
司
令
塔
は
守
れ
る
か
―
熊
本
地

震
で
倒
壊
寸
前
の
庁
舎
が
続
出
」（『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
二
〇
一
六
年
七
月
号
）。

（
19
）
内
閣
府
（
防
災
担
当
）、
前
掲
「
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
」
四
頁
。

（
20
）
そ
の
後
、
宇
土
市
は
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
七
年
六
月
五
日
に
宇
土
市
防
災
会
議
に
お
い
て
宇
土
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
承
認
し

た
が
、
そ
の
な
か
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
熊
日
一
七
―
六
―
六
）。

（
21
）
熊
本
県
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
た
。

論　　説
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島
県
）
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
三
一
―
三
四
頁
）。

（
12
）
い
ず
れ
も
熊
本
地
震
直
前
の
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
時
点
の
も
の
。
宇
土
市
に
つ
い
て
は
「
行
政
区
別
総
計
票
」（
二
〇
一
六
年
三
月
三
一

日
）、
益
城
町
に
つ
い
て
は
「
行
政
区
別
人
口
表
」（
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
）
を
参
照
し
た
（
宇
土
市
Ｈ
Ｐ

　https://w
w

w
.city.uto.lg.jp/q/

aview
/40/17678.htm

l

、
益
城
町
Ｈ
Ｐ

　https://w
w

w
.tow

n.m
ashiki.lg.jp/kiji0032535/index.htm

l

、
い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲

覧
）。

（
13
）「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
長
野
県
須
坂
市
議
会

　
行
政
視
察
）。https://w

w
w

.city.suzaka.nagano.jp/contents/item
.

php?id=5d54c7d1a63e9
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
14
）「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」（
二
〇
一
八
年
）
二
頁
。

（
15
）
二
〇
一
六
年
三
月
八
日
の
平
成
二
八
年
三
月
定
例
会
（
第
一
回
）
に
お
い
て
、
元
松
茂
樹
市
長
は
新
庁
舎
建
設
の
経
緯
、
建
設
費
の
問
題
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

（
16
）
二
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
三
〇
年
度
三
月
定
例
会
（
第
一
回
）
に
お
け
る
元
松
茂
樹
市
長
の
答
弁
。「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
」（
二
〇
一
八
年
）
二
頁
。

（
17
）
も
っ
と
も
、
西
村
博
則
町
長
は
後
日
、
耐
震
補
強
を
せ
ず
、
庁
舎
が
倒
壊
し
て
い
れ
ば
広
範
囲
に
被
害
が
広
が
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
熊

日
一
六
―
九
―
一
四
）。

（
18
）
財
政
難
か
ら
庁
舎
の
耐
震
化
や
改
築
が
遅
れ
た
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
葉
上
太
郎
「『
命
』
の
司
令
塔
は
守
れ
る
か
―
熊
本
地

震
で
倒
壊
寸
前
の
庁
舎
が
続
出
」（『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
二
〇
一
六
年
七
月
号
）。

（
19
）
内
閣
府
（
防
災
担
当
）、
前
掲
「
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
」
四
頁
。

（
20
）
そ
の
後
、
宇
土
市
は
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
七
年
六
月
五
日
に
宇
土
市
防
災
会
議
に
お
い
て
宇
土
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
承
認
し

た
が
、
そ
の
な
か
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
熊
日
一
七
―
六
―
六
）。

（
21
）
熊
本
県
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
た
。

論　　説
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（
22
）
以
下
、
宇
土
市
役
所
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
宇
土
市
総
務
課
で
の
対
面
（
二
〇
一
八
年
六
月
八
日
）
お
よ
び
複
数
回
に
わ
た
る
メ
ー

ル
で
の
聴
き
取
り
調
査
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
23
）
齋
藤
泰
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
い
て
本
庁
舎
が
被
災
し
た
自
治
体
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
～
宇
土
市
役
所
の
事
例
～
」（
一
般
財
団
法
人
消

防
防
災
科
学
セ
ン
タ
ー
『
地
域
防
災
デ
ー
タ
総
覧

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
編
』
二
〇
一
七
年
）
四
八
頁
。
個
別
に
理
由
を
確
認
し
た
う
え
で
立
入

り
が
決
定
さ
れ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
24
）
鍵
屋
一
「
熊
本
地
震
に
学
ぶ
自
治
体
の
災
害
対
応
～
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
中
心
に
～
』（
一
般
財
団
法
人
消
防
防
災
科
学
セ

ン
タ
ー
『
地
域
防
災
デ
ー
タ
総
覧

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
編
』
二
〇
一
七
年
）
四
二
頁
。

（
25
）
宇
土
市
の
場
合
、
災
害
対
策
基
本
法
と
宇
土
市
災
害
対
策
本
部
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
26
）
鍵
屋
、
前
掲
論
文
、
四
二
頁
。
鍵
屋
は
庁
舎
被
災
に
よ
り
災
害
対
策
本
部
の
対
応
・
動
き
が
停
滞
す
る
「
空
白
時
間
」
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
が
、

本
稿
は
文
書
管
理
の
観
点
か
ら
庁
舎
被
災
に
よ
る
行
政
全
般
へ
の
影
響
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

（
27
）「
平
成
二
七
年
度

　
宇
土
市
地
域
防
災
計
画
書
」
一
二
五
頁
。

（
28
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
六
頁
。

（
29
）
前
掲
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
長
野
県
須
坂
市
議
会

　
行
政
視
察
）。

（
30
）
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
四
九
頁
。

（
31
）
同
右
、
五
一
頁
。
な
お
、『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
六
頁
は
、
四
月
一
六
日
一
七
時
に
「
災
害
対
策
本
部
を
宇
土
合
同
庁
舎
（
国
所
管
）
へ
移
設
」

と
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
斉
藤
の
論
述
に
従
い
、
宇
土
合
同
庁
舎
に
移
さ
れ
た
の
は
、
災
害
対
策
本
部
「
会
議
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
元
松
市
長
は
、
市
議
会
で
の
質
問
を
受
け
、
四
月
一
六
日
に
「
災
害
対
策
本
部
を
庁
舎
裏
の
駐
車
場
に
設
置
し

た
、
テ
ン
ト
に
移
し
た
」
と
述
べ
た
後
に
、
国
所
管
の
合
同
庁
舎
へ
の
移
転
と
い
う
事
態
に
全
く
言
及
す
る
こ
と
な
く
「
４
月
19
日
に
市
役
所
機

能
そ
の
も
の
を
市
民
体
育
館
に
移
転
す
る
な
ど
し
て
、
災
害
対
応
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
」
と
震
災
対
応
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
二
〇
一
六
年

一
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
九
年
定
例
会
（
第
四
回
））。
ま
た
、
宇
土
市
議
会
の
議
事
録
か
ら
は
、
宇
土
合
同
庁
舎
へ
災
害
対
策
本
部
を

行政庁舎の被災と文書による行政
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移
転
し
た
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
大
和
市
防
災
会
議
に
よ
る
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
活
動
報
告
」
に
は
、
四
月

一
七
日
か
ら
二
〇
日
の
支
援
活
動
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
対
策
本
部
の
様
子
に
つ
い
て
「
屋
外
テ
ン
ト
に
本
部
を
設
置
」
と
画
像
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（http://w

w
w

.city.yam
ato.lg.jp/w

eb/content/000123625.pdf

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）。
伊
勢
原
市
議
会
に
よ
る
「
会
派
視

察
報
告
書
」
二
〇
一
九
年
一
一
月
六
日
（https://w

w
w
.city.isehara.kanagaw

a.jp/gikai/docs/2019082800024/file_contents/20191106_goudou.

pdf

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）、
須
坂
市
議
会
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
前
掲
）
か
ら
も
、
災
害
対
策
本
部
を

国
所
管
の
合
同
庁
舎
に
移
設
し
た
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
災
害
対
策
本
部
が
合
同
庁
舎
に
移
設
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
災
害
対
策
本
部
が
こ
の
時
期
、
屋
外
の
テ
ン
ト
内
に
あ
っ
た
こ
と
）
を
傍
証
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

国
土
交
通
省
職
員
に
よ
る
論
考
に
「
宇
土
市
役
所
に
隣
接
す
る
国
の
宇
土
合
同
庁
舎
が
一
時
的
に
市
の
災
害
対
策
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
（
橘
義
満
ほ
か
「
熊
本
地
震
に
よ
る
宇
土
市
へ
の
技
術
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
」http://w

w
w

.qsr.m
lit.go.jp/useful/

n-shiryo/kikaku/kenkyu/h29/01/1_01.pdf

（
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
））。
こ
れ
は
、
災
害
対
策
本
部
会
議
の
と
き
に｢

一
時
的
に
市
の
災

害
対
策
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る｣

と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
災
害
対
策
本
部
会
議
の
開
催
状
況
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
、

前
掲
論
文
、
五
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
斉
藤
の
論
述
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
校
正
の
最
終
段
階
で
災
害
対
策
本

部
が
宇
土
合
同
庁
舎
に
移
さ
れ
た
事
実
は
な
い
（
災
害
対
策
本
部
会
議
は
宇
土
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
た
）
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
32
）
前
掲
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
長
野
県
須
坂
市
議
会

　
行
政
視
察
）。

（
33
）
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
同
頁
を
参
照
し
て
い
る
。

（
34
）
同
右
、
四
九
頁
。
一
六
日
に
固
定
電
話
を
「
な
ん
と
か
一
回
線
を
確
保
し
た
」（
同
、
四
九
頁
）。
ま
た
、
庁
舎
の
損
壊
に
よ
り
防
災
行
政
無
線

が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
た
（
橘
ほ
か
、
前
掲
「
熊
本
地
震
に
よ
る
宇
土
市
へ
の
技
術
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
」）。
翌
一
七
日
に

総
務
省
の
移
動
電
源
車
が
到
着
し
た
（
前
掲
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」）。

（
35
）
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
の
「
平
成
二
九
年
一
二
月
定
例
会
（
第
四
回
）」
に
お
け
る
元
松
茂
樹
市
長
の
答
弁
。

（
36
）
津
波
注
意
報
に
よ
り
「
市
全
体
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
」
い
た
と
い
う
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
の
「
平
成
二
九
年
一
二
月
定
例
会
（
第

論　　説
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移
転
し
た
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
大
和
市
防
災
会
議
に
よ
る
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
活
動
報
告
」
に
は
、
四
月

一
七
日
か
ら
二
〇
日
の
支
援
活
動
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
対
策
本
部
の
様
子
に
つ
い
て
「
屋
外
テ
ン
ト
に
本
部
を
設
置
」
と
画
像
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（http://w

w
w

.city.yam
ato.lg.jp/w

eb/content/000123625.pdf

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）。
伊
勢
原
市
議
会
に
よ
る
「
会
派
視

察
報
告
書
」
二
〇
一
九
年
一
一
月
六
日
（https://w

w
w
.city.isehara.kanagaw

a.jp/gikai/docs/2019082800024/file_contents/20191106_goudou.

pdf

　
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
）、
須
坂
市
議
会
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
前
掲
）
か
ら
も
、
災
害
対
策
本
部
を

国
所
管
の
合
同
庁
舎
に
移
設
し
た
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
災
害
対
策
本
部
が
合
同
庁
舎
に
移
設
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
災
害
対
策
本
部
が
こ
の
時
期
、
屋
外
の
テ
ン
ト
内
に
あ
っ
た
こ
と
）
を
傍
証
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

国
土
交
通
省
職
員
に
よ
る
論
考
に
「
宇
土
市
役
所
に
隣
接
す
る
国
の
宇
土
合
同
庁
舎
が
一
時
的
に
市
の
災
害
対
策
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
（
橘
義
満
ほ
か
「
熊
本
地
震
に
よ
る
宇
土
市
へ
の
技
術
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
」http://w

w
w

.qsr.m
lit.go.jp/useful/

n-shiryo/kikaku/kenkyu/h29/01/1_01.pdf

（
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一
日
閲
覧
））。
こ
れ
は
、
災
害
対
策
本
部
会
議
の
と
き
に｢

一
時
的
に
市
の
災

害
対
策
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る｣
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
災
害
対
策
本
部
会
議
の
開
催
状
況
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
、

前
掲
論
文
、
五
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
斉
藤
の
論
述
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
校
正
の
最
終
段
階
で
災
害
対
策
本

部
が
宇
土
合
同
庁
舎
に
移
さ
れ
た
事
実
は
な
い
（
災
害
対
策
本
部
会
議
は
宇
土
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
た
）
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
32
）
前
掲
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」（
長
野
県
須
坂
市
議
会

　
行
政
視
察
）。

（
33
）
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
同
頁
を
参
照
し
て
い
る
。

（
34
）
同
右
、
四
九
頁
。
一
六
日
に
固
定
電
話
を
「
な
ん
と
か
一
回
線
を
確
保
し
た
」（
同
、
四
九
頁
）。
ま
た
、
庁
舎
の
損
壊
に
よ
り
防
災
行
政
無
線

が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
た
（
橘
ほ
か
、
前
掲
「
熊
本
地
震
に
よ
る
宇
土
市
へ
の
技
術
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
」）。
翌
一
七
日
に

総
務
省
の
移
動
電
源
車
が
到
着
し
た
（
前
掲
「
平
成
31
年
度
視
察
報
告
書

　
総
務
文
教
委
員
会
」）。

（
35
）
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
の
「
平
成
二
九
年
一
二
月
定
例
会
（
第
四
回
）」
に
お
け
る
元
松
茂
樹
市
長
の
答
弁
。

（
36
）
津
波
注
意
報
に
よ
り
「
市
全
体
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
」
い
た
と
い
う
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
の
「
平
成
二
九
年
一
二
月
定
例
会
（
第
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四
回
）」
に
お
け
る
元
松
茂
樹
市
長
の
答
弁
）。

（
37
）
斉
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。
パ
ソ
コ
ン
三
台
は
、
二
〇
日
ま
で
続
い
た
。

（
38
）
災
害
対
策
本
部
の
文
書
は
、
危
機
管
理
課
の
文
書
と
し
て
現
在
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）
担
当
課
の
記
録
に
よ
る
と
、「
事
務
用
品
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
詳
細
な
物
品
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
（
聴
き
取
り
調
査
よ
る
）。

（
40
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
七
頁

（
41
）
同
右
、
七
九
頁
。

（
42
）
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
二
頁
。

（
43
）
同
右
、
五
二
頁
。

（
44
）
以
下
、
シ
ス
テ
ム
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二
八
年
九
月
定
例
会
（
第
三
回
）」
に
お
け
る
山
本
桂

樹
企
画
部
長
の
答
弁
を
参
照
し
た
。
そ
の
後
、宇
土
市
で
は
情
報
系
シ
ス
テ
ム
を
業
務
系
と
情
報
系
に
分
離
さ
せ
て
お
り
、現
在
で
は
、基
幹
系
（
電

算
シ
ス
テ
ム
・
住
基
関
係
）・
業
務
系
（
文
書
管
理
そ
の
他
の
通
常
業
務
）・
情
報
系
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
・
ネ
ッ
ト
環
境
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
業
務
系
は
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
接
続
し
て
い
る
。

（
45
）
当
時
の
情
報
系
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二
七
年
九

月
定
例
会
」
と
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二
七
年
一
二
月
定
例
会
（
第
四
回
）」
に
お
け
る
荒
木
繁
男
企
画
部
長
の
答
弁

に
よ
る
。

（
46
）
宇
土
市
役
所
「
宇
土
市
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　
調
達
仕
様
書
」（
二
〇
一
八
年
八
月
）。

（
47
）
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。

（
48
）
二
〇
一
五
年
九
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二
七
年
九
月
定
例
会
（
第
三
回
）」
に
お
け
る
荒
木
繁
男
企
画
部
長
の
答
弁
。

（
49
）
宇
土
市
は
二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
50
）
災
害
対
策
本
部
が
テ
ン
ト
に
あ
っ
た
と
き
、
外
部
サ
ー
バ
に
接
続
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
は
あ
っ
た
と
い
う
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

行政庁舎の被災と文書による行政

109（熊本法学151号 ’21）

―「平成28年（2016年）熊本地震」における行政庁舎立入り禁止のなかでの文書管理―

（
51
）
現
在
は
、
災
害
救
助
事
務
取
扱
要
領
（
二
〇
二
〇
年
）
に
基
づ
き
「
半
壊
」
と
「
一
部
損
壊
」
の
間
に
「
準
半
壊
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
52
）
罹
災
証
明
書
は
災
害
対
策
基
本
法
第
九
〇
条
の
二
に
基
づ
く
も
の
で
、
住
民
が
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付
、
応
急
仮
設
住
宅
の
支
援
、

税
金
等
の
減
免
な
ど
を
受
け
る
際
の
判
断
材
料
と
な
る
書
面
で
あ
る
。

（
53
）「
宇
土
市
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
基
礎
編
」「
宇
土
市
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
務
編
」（
宇
土
市
文
書
管
理
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
54
）
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
、
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。

（
55
）
同
右
、
五
四
頁
。

（
56
）
企
業
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
の
寄
贈
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
日
本
Ｐ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
、
熊
本
地
震
被
災
地
宇
土
市
役
所
、
御
船
町
役
場
へ
各
10
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
寄
贈
」https://w

w
w

.atpress.ne.jp/new
s/105525

（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
57
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
七
九
頁
。

（
58
）
聴
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
確
認
し
た
。
葉
上
、
前
掲
論
文
、
四
〇
頁
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
59
）
宇
土
市
資
料
。

（
60
）
被
災
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
文
書
管
理
体
制
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
竜
輝
「
平
成
28
年
熊
本
地
震

　
熊
本
県
内
自
治
体
へ
の

公
文
書
に
関
す
る
被
災
状
況
等
調
査
を
実
施
し
て
」（『
記
録
と
資
料
』
№
27
、
二
〇
一
七
年
）
一
七
頁
。

（
61
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
七
頁
。

（
62
）『
広
報
う
と
』
二
〇
一
六
年
八
月
号
、
四
頁
。

（
63
）「
広
報
う
と
」
二
〇
一
六
年
九
月
号
、
二
三
頁
。

（
64
）
そ
の
後
、
二
〇
一
七
年
四
月
三
日
に
農
林
水
産
課
・
商
工
観
光
課
等
は
仮
設
庁
舎
に
近
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
土
木
課
・
都
市
整
備
課
は
別
棟

に
移
転
し
た
（「
広
報
う
と
」
二
〇
一
七
年
四
月
号
、
一
〇
頁
お
よ
び
熊
日
一
七
―
四
―
一
）。

（
65
）
宇
土
市
の
職
員
は
後
日
、「
永
久
保
存
文
書
は
写
し
を
別
の
場
所
又
は
耐
火
金
庫
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」（『
宇
土
市
震
災
記

録
誌
』
七
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
宇
土
市
の
文
書
管
理
規
則
に
「
永
久
保
存
文
書
」
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
永
久
保
存
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（
51
）
現
在
は
、
災
害
救
助
事
務
取
扱
要
領
（
二
〇
二
〇
年
）
に
基
づ
き
「
半
壊
」
と
「
一
部
損
壊
」
の
間
に
「
準
半
壊
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
52
）
罹
災
証
明
書
は
災
害
対
策
基
本
法
第
九
〇
条
の
二
に
基
づ
く
も
の
で
、
住
民
が
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付
、
応
急
仮
設
住
宅
の
支
援
、

税
金
等
の
減
免
な
ど
を
受
け
る
際
の
判
断
材
料
と
な
る
書
面
で
あ
る
。

（
53
）「
宇
土
市
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
基
礎
編
」「
宇
土
市
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
務
編
」（
宇
土
市
文
書
管
理
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
54
）
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
、
齋
藤
、
前
掲
論
文
、
五
四
頁
。

（
55
）
同
右
、
五
四
頁
。

（
56
）
企
業
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
の
寄
贈
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
日
本
Ｐ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
、
熊
本
地
震
被
災
地
宇
土
市
役
所
、
御
船
町
役
場
へ
各
10
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
寄
贈
」https://w

w
w

.atpress.ne.jp/new
s/105525

（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
閲
覧
）。

（
57
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
七
九
頁
。

（
58
）
聴
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
確
認
し
た
。
葉
上
、
前
掲
論
文
、
四
〇
頁
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
59
）
宇
土
市
資
料
。

（
60
）
被
災
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
文
書
管
理
体
制
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
竜
輝
「
平
成
28
年
熊
本
地
震

　
熊
本
県
内
自
治
体
へ
の

公
文
書
に
関
す
る
被
災
状
況
等
調
査
を
実
施
し
て
」（『
記
録
と
資
料
』
№
27
、
二
〇
一
七
年
）
一
七
頁
。

（
61
）『
宇
土
市
震
災
記
録
誌
』
七
頁
。

（
62
）『
広
報
う
と
』
二
〇
一
六
年
八
月
号
、
四
頁
。

（
63
）「
広
報
う
と
」
二
〇
一
六
年
九
月
号
、
二
三
頁
。

（
64
）
そ
の
後
、
二
〇
一
七
年
四
月
三
日
に
農
林
水
産
課
・
商
工
観
光
課
等
は
仮
設
庁
舎
に
近
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
土
木
課
・
都
市
整
備
課
は
別
棟

に
移
転
し
た
（「
広
報
う
と
」
二
〇
一
七
年
四
月
号
、
一
〇
頁
お
よ
び
熊
日
一
七
―
四
―
一
）。

（
65
）
宇
土
市
の
職
員
は
後
日
、「
永
久
保
存
文
書
は
写
し
を
別
の
場
所
又
は
耐
火
金
庫
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」（『
宇
土
市
震
災
記

録
誌
』
七
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
宇
土
市
の
文
書
管
理
規
則
に
「
永
久
保
存
文
書
」
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
永
久
保
存
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文
書
と
は
重
要
な
一
般
の
文
書
を
指
し
て
お
り
、
文
書
を
別
の
場
所
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
66
）「
宇
土
市
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
務
編
」（
宇
土
市
文
書
管
理
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
67
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
橘
ほ
か
、
前
掲
論
文
。

（
68
）
同
右
。

（
69
）
同
右
お
よ
び
「
広
報
う
と
」
二
〇
一
六
年
八
月
号
。

（
70
）「
広
報
う
と
」
二
〇
一
六
年
九
月
号
、
二
三
頁
。

（
71
）
同
右
。

（
72
）
八
月
二
五
日
が
解
体
の
山
場
で
あ
っ
た
（
熊
日
一
六
―
八
―
二
六
）。
読
売
一
六
―
八
―
二
六
（
熊
本
版
）。

（
73
）
宇
土
市
資
料
。

（
74
）
橘
ほ
か
、
前
掲
論
文
。
同
様
の
指
摘
は
、
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
六
頁
。

（
75
）
橋
本
、
同
右
論
文
、
一
七
頁
。

（
76
）
同
右
、
一
五
頁
。

（
77
）「
先
送
り
が
招
い
た
市
庁
舎
崩
壊
」（『
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
』
二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日
号
）
一
五
頁
。

（
78
）
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

（
79
）「
宇
土
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」（
二
〇
一
九
年
三
月
）
三
一
頁
。

（
80
）
以
下
、
益
城
町
役
場
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
益
城
町
総
務
課
で
の
対
面
（
二
〇
一
八
年
七
月
九
日
と
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
二
日
）

お
よ
び
複
数
回
の
メ
ー
ル
で
の
聴
き
取
り
調
査
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
平
成
28
年
熊
本
地
震

　
益
城
町
に
よ
る
対
応
の
検
証
報
告
書
』

三
六
頁
か
ら
四
〇
頁
、
六
三
―
七
一
頁
も
参
照
し
た
（
以
下
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
と
記
す
）。

（
81
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
四
頁
。

（
82
）
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
な
お
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』（
七
一
頁
）
は
、
非
常
用
電
源
装
置
が
損
傷
し
た
と
あ
る
が
、
前
震
時
か
本
震
時
か

行政庁舎の被災と文書による行政
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定
か
で
な
い
。

（
83
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
三
頁
。
聴
き
取
り
調
査
で
も
確
認
し
た
。

（
84
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
六
頁
お
よ
び
六
三
頁
。
新
聞
報
道
で
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。「
駆
け
つ
け
た
職
員
と
長
机
や
い
す
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
駐
車
場
に
運
び
出
し
、
応
急
の
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
た
だ
、
連
絡
手
段
は
職
員
の
使
用
携
帯
電
話
し
か
な
く
、

思
う
よ
う
に
指
示
が
出
せ
ず
に
い
た
。
…
…
は
ぴ
ね
す
に
災
害
対
策
本
部
を
移
す
こ
と
を
決
め
、
防
災
担
当
職
員
ら
と
急
い
だ
。」（
熊
日
一
八
―

一
―
五
）。
本
稿
で
は
、
益
城
町
が
作
成
し
た
報
告
書
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
85
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
七
七
頁
。

（
86
）
以
上
は
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
六
頁
お
よ
び
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
87
）「
広
報
ま
し
き

　
災
害
臨
時
号
（
№
１
）」（
二
〇
一
六
年
四
月
三
〇
日
）。
応
急
危
険
度
調
査
は
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
調
査
と
は
別
の

も
の
で
あ
る
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
九
）。

（
88
）
議
会
棟
は
耐
震
補
強
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
熊
日
一
七
―
四
―
二
一
）。

（
89
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
四
頁
。

（
90
）
同
右
、
七
八
頁
。

（
91
）
同
右
、
六
九
頁
。

（
92
）
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
熊
日
一
六
―
四
―
二
二
。
ま
た
、
渡
邊
秀
和
ほ
か
「
２
０
１
６
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
庁
舎
の
地
震
後
継

続
使
用
性
の
考
察
」（『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』
第
24
巻
第
57
号
、
二
〇
一
八
年
）
六
七
八
頁
。https://w

w
w

.jstage.jst.go.jp/article/

aijt/24/57/24_673/_pdf/-char/ja

（
二
〇
二
〇
年
九
月
六
日
閲
覧
）。

（
93
）
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
渡
邊
ほ
か
、
同
右
論
文
、
六
七
八
頁
。

（
94
）「
耐
震
補
強
済
み
庁
舎
は
な
ぜ
壊
れ
た

　
熊
本
地
震
で
杭
損
傷
の
益
城
町
役
場
、
建
築
研
究
所
が
詳
細
調
査
」（『
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
』

二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
号
）。
二
〇
一
二
年
の
耐
震
補
強
に
よ
り
倒
壊
を
免
れ
た
と
い
わ
れ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。
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定
か
で
な
い
。

（
83
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
三
頁
。
聴
き
取
り
調
査
で
も
確
認
し
た
。

（
84
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
六
頁
お
よ
び
六
三
頁
。
新
聞
報
道
で
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。「
駆
け
つ
け
た
職
員
と
長
机
や
い
す
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
駐
車
場
に
運
び
出
し
、
応
急
の
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
た
だ
、
連
絡
手
段
は
職
員
の
使
用
携
帯
電
話
し
か
な
く
、

思
う
よ
う
に
指
示
が
出
せ
ず
に
い
た
。
…
…
は
ぴ
ね
す
に
災
害
対
策
本
部
を
移
す
こ
と
を
決
め
、
防
災
担
当
職
員
ら
と
急
い
だ
。」（
熊
日
一
八
―

一
―
五
）。
本
稿
で
は
、
益
城
町
が
作
成
し
た
報
告
書
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
85
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
七
七
頁
。

（
86
）
以
上
は
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
六
頁
お
よ
び
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
87
）「
広
報
ま
し
き

　
災
害
臨
時
号
（
№
１
）」（
二
〇
一
六
年
四
月
三
〇
日
）。
応
急
危
険
度
調
査
は
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
調
査
と
は
別
の

も
の
で
あ
る
（
西
日
本
一
六
―
四
―
二
九
）。

（
88
）
議
会
棟
は
耐
震
補
強
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
熊
日
一
七
―
四
―
二
一
）。

（
89
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
四
頁
。

（
90
）
同
右
、
七
八
頁
。

（
91
）
同
右
、
六
九
頁
。

（
92
）
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
熊
日
一
六
―
四
―
二
二
。
ま
た
、
渡
邊
秀
和
ほ
か
「
２
０
１
６
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
庁
舎
の
地
震
後
継

続
使
用
性
の
考
察
」（『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』
第
24
巻
第
57
号
、
二
〇
一
八
年
）
六
七
八
頁
。https://w

w
w

.jstage.jst.go.jp/article/

aijt/24/57/24_673/_pdf/-char/ja

（
二
〇
二
〇
年
九
月
六
日
閲
覧
）。

（
93
）
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
渡
邊
ほ
か
、
同
右
論
文
、
六
七
八
頁
。

（
94
）「
耐
震
補
強
済
み
庁
舎
は
な
ぜ
壊
れ
た

　
熊
本
地
震
で
杭
損
傷
の
益
城
町
役
場
、
建
築
研
究
所
が
詳
細
調
査
」（『
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
』

二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
号
）。
二
〇
一
二
年
の
耐
震
補
強
に
よ
り
倒
壊
を
免
れ
た
と
い
わ
れ
た
（
熊
日
一
六
―
九
―
一
四
）。
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（
95
）『
平
成
28
年
４
月

　
熊
本
地
震
に
お
け
る
災
害
対
応
の
現
地
支
援
に
関
す
る
報
告
書
』（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト

　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．36
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
念

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）
二
八
頁
。

（
96
）
実
際
の
業
務
の
必
要
性
か
ら
、
結
果
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
97
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
五
七
頁
。
災
害
対
策
本
部
長
を
補
佐
す
る
人
員
も
足
り
ず
、
災
害
対
策
本
部
の
機
能
も
麻
痺
し
た
（
同
頁
）。

（
98
）
前
掲
『
平
成
28
年
４
月

　
熊
本
地
震
に
お
け
る
災
害
対
応
の
現
地
支
援
に
関
す
る
報
告
書
』
二
〇
頁
。

（
99
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
二
六
頁
。

（
100
）
同
右
、
二
七
頁
。「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
は
、
①
報
告
に
付
す
べ
き
案
件
、
②
協
議
す
る
案
件
、
③
検
討
す
る
案
件
、
な
ど
の
ほ
か
、

議
事
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
101
）
同
右
、
二
四
頁
。

（
102
）
益
城
町
・
情
報
公
開
制
度
（https://w

w
w

.tow
n.m

ashiki.lg.jp/kiji003813/index.htm
l

二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
閲
覧
）。

（
103
）
熊
本
県
益
城
町
『
平
成
28
年
熊
本
地
震

　
益
城
町
震
災
記
録
誌
』（
二
〇
二
〇
年
四
月
）
一
一
三
頁
。
以
下
、『
益
城
町
記
録
誌
』
と
記
す
。

（
104
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
五
頁
。

（
105
）
同
右
、
六
一
頁
。
同
時
に
、
避
難
所
対
策
、
住
ま
い
支
援
、
被
害
認
定
・
罹
災
証
明
の
各
Ｐ
Ｔ
も
発
足
し
た
。
こ
の
う
ち
被
害
認
定
・
罹
災
証

明
Ｐ
Ｔ
は
、
五
月
九
日
に
分
割
さ
れ
た
。

（
106
）『
益
城
町
記
録
誌
』
三
二
三
頁
。

（
107
）
以
下
、
職
員
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
の
割
合
は
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
四
二
―
四
四
頁
に
基
づ
く
。
な
お
、
こ
の
デ
ー
タ
の
基
と
な
っ
た
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
従
事
時
間
の
多
か
っ
た
も
の
の
上
位
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
災
害
対
策
本
部
の
組
織
・
運
営
、
全
庁
的
な

人
事
・
応
援
の
受
入
れ
調
整
」
に
従
事
し
た
職
員
は
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
同
、
四
二
頁
）。

（
108
）
現
在
、
益
城
町
で
は
、
情
報
系
シ
ス
テ
ム
を
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
系
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
に
分
離
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
は
職
員
の
自
席
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
文
書
管
理
や
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

行政庁舎の被災と文書による行政
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な
お
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
と
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
的
に
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
109
）
情
報
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
『
益
城
町
記
録
誌
』
一
一
三
頁
。

（
110
）
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
と
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
繋
が
っ
て
い
な
か
っ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
111
）
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
『
益
城
町
記
録
誌
』
一
一
三
頁
。

（
112
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
七
頁
、
一
七
一
頁
。

（
113
）
兵
庫
県
朝
来
市
の
職
員
等
が
三
人
ず
つ
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
調
査
し
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
に
分
類
し
て
「
調
査
済
」

と
書
い
た
紙
を
玄
関
な
ど
に
貼
り
付
け
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
）。

（
114
）「
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
（
７
月
26
日
招
集
）
町
議
会
会
議
録
」
一
六
頁
。

（
115
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
一
七
二
頁
。

（
116
）
以
上
「
広
報
ま
し
き
」
災
害
臨
時
号
Ｎ
ｏ
・
６
、二
〇
一
六
年
五
月
一
五
日
）。

（
117
）
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
は
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
一
七
二
頁
。

（
118
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
八
頁
お
よ
び
六
七
頁
。『
益
城
町
記
録
誌
』
二
八
九
頁
。

（
119
）
益
城
町
二
〇
一
六
年
第
二
回
定
例
会
に
お
け
る
坂
田
議
員
の
質
問（「
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会（
７
月
26
日
招
集
）町
議
会
会
議
録
）」六
五
頁
）。

（
120
）
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
六
頁
。

（
121
）
仮
設
庁
舎
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
一
六
年
第
二
回
定
例
会
（
七
月
）
で
リ
ー
ス
料
が
高
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
補
正
予
算
案
の
修
正
が
あ
り
、

そ
の
後
、
議
会
に
再
提
案
さ
れ
た
後
に
可
決
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
122
）
二
階
部
分
に
は
常
時
使
用
し
な
い
会
議
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
。
な
お
、
本
震
に
よ
る
情
報
系
サ
ー
バ
の
損
傷
に
つ
い
て
は
、
電
算
室
が
下
層

階
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
が
回
避
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
123
）
以
上
に
つ
い
て
は
、『
益
城
町
記
録
誌
』
二
九
八
頁
。

（
124
）
渡
邊
ほ
か
、
前
掲
論
文
、
六
七
七
頁
と
六
七
八
頁
の
「
表
３
」。

論　　説
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な
お
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
と
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
的
に
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
109
）
情
報
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
『
益
城
町
記
録
誌
』
一
一
三
頁
。

（
110
）
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
と
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
繋
が
っ
て
い
な
か
っ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
111
）
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
聴
き
取
り
調
査
お
よ
び
『
益
城
町
記
録
誌
』
一
一
三
頁
。

（
112
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
七
頁
、
一
七
一
頁
。

（
113
）
兵
庫
県
朝
来
市
の
職
員
等
が
三
人
ず
つ
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
調
査
し
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
に
分
類
し
て
「
調
査
済
」

と
書
い
た
紙
を
玄
関
な
ど
に
貼
り
付
け
た
（
熊
日
一
六
―
五
―
一
）。

（
114
）「
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
（
７
月
26
日
招
集
）
町
議
会
会
議
録
」
一
六
頁
。

（
115
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
一
七
二
頁
。

（
116
）
以
上
「
広
報
ま
し
き
」
災
害
臨
時
号
Ｎ
ｏ
・
６
、二
〇
一
六
年
五
月
一
五
日
）。

（
117
）
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
は
、『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
一
七
二
頁
。

（
118
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
三
八
頁
お
よ
び
六
七
頁
。『
益
城
町
記
録
誌
』
二
八
九
頁
。

（
119
）
益
城
町
二
〇
一
六
年
第
二
回
定
例
会
に
お
け
る
坂
田
議
員
の
質
問（「
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会（
７
月
26
日
招
集
）町
議
会
会
議
録
）」六
五
頁
）。

（
120
）
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
六
頁
。

（
121
）
仮
設
庁
舎
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
一
六
年
第
二
回
定
例
会
（
七
月
）
で
リ
ー
ス
料
が
高
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
補
正
予
算
案
の
修
正
が
あ
り
、

そ
の
後
、
議
会
に
再
提
案
さ
れ
た
後
に
可
決
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
122
）
二
階
部
分
に
は
常
時
使
用
し
な
い
会
議
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
。
な
お
、
本
震
に
よ
る
情
報
系
サ
ー
バ
の
損
傷
に
つ
い
て
は
、
電
算
室
が
下
層

階
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
が
回
避
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
123
）
以
上
に
つ
い
て
は
、『
益
城
町
記
録
誌
』
二
九
八
頁
。

（
124
）
渡
邊
ほ
か
、
前
掲
論
文
、
六
七
七
頁
と
六
七
八
頁
の
「
表
３
」。

論　　説
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（
125
）「
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
（
10
月
11
日
招
集
）
町
議
会
会
議
録
」
四
六
頁
。

（
126
）
同
右
、
五
〇
頁
。

（
127
）
経
緯
に
つ
い
て
は
、
益
城
町
「
新
庁
舎
建
設
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
報
告
し
ま
す
」
を
参
照
（https://w

w
w

.tow
n.m

ashiki.lg.jp/

kiji0034185/index.htm
l

　
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
閲
覧
）。

（
128
）
向
井
智
久
・
建
築
研
究
所
構
造
研
究
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
（
当
時
）
の
発
言
。「
杭
基
礎
の
耐
震
設
計
手
法
の
確
立
へ
」（『
日
経
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ュ
ア
』
二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
号
）
一
二
頁
。
二
〇
一
八
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の
防
災
拠
点
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
基

礎
に
も
耐
震
性
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
頁
の
向
井
発
言
）。

（
129
）
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
「
防
災
基
本
計
画
」
で
は
、
地
震
災
害
や
原
子
力
災
害
な
ど
災
害
ご
と
に
、「
災
害
予
防
」「
災
害
応

急
対
策
」「
災
害
復
旧
・
復
興
」
の
段
階
に
分
け
て
諸
施
策
が
記
さ
れ
て
い
る
（
中
央
防
災
会
議
「
防
災
基
本
計
画
」
令
和
二
年
五
月
）。
以
下
で
は
、

本
稿
の
目
的
に
そ
く
し
て
災
害
の
「
応
急
対
策
」
と
「
復
旧
・
復
興
」
の
段
階
に
分
け
て
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
災
害
対
応
に
お
け
る
職

員
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
益
城
町
で
は
人
手
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
（
た
と
え
ば
、
熊
日
一
八
―
一
―
一
一
）。

（
130
）
鍵
屋
一
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
「
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拠
点
で
あ
る
庁
舎
被
災
に
よ
る
空
白
時
間
」
と
表
現
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
で
も
見
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
鍵
屋
、
前
掲
論
文
、
四
二
頁
）。

（
131
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
六
九
頁
。

（
132
）
気
象
庁
は
二
〇
二
〇
年
七
月
に
起
き
た
九
州
北
部
地
方
を
中
心
と
す
る
大
雨
を
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
と
名
付
け
て
い
る
（
気
象
庁
「
令

和
２
年
７
月
３
日
か
ら
の
豪
雨
へ
名
称
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
。https://w

w
w

.jm
a.go.jp/jm

a/press/2007/09b/ 

20200709_heavyrainnam
e_ref.pdf

　
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
閲
覧
）。
こ
こ
で
は
通
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
他

に
「
熊
本
豪
雨
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
133
）
災
害
は
二
〇
二
〇
年
七
月
四
日
（
土
曜
日
）
未
明
に
発
生
し
た
が
、
同
五
日
（
日
曜
日
）
に
復
旧
し
た
た
め
、
同
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
の
窓

口
業
務
に
は
支
障
が
出
な
か
っ
た
（
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

行政庁舎の被災と文書による行政

115（熊本法学151号 ’21）

―「平成28年（2016年）熊本地震」における行政庁舎立入り禁止のなかでの文書管理―

（
134
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
七
一
頁
。

（
135
）
た
と
え
ば
、「
震
災
公
文
書

　
保
存
に
課
題
」（
読
売
二
〇
―
三
―
八
）。
こ
こ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
四
二
市
町
村
の
う
ち
、
震
災

公
文
書
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
の
は
一
一
自
治
体
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
論
点
と
な
っ
た

が
、
熊
本
市
は
、
震
災
関
連
文
書
の
全
て
を
一
〇
年
間
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
（
そ
の
後
、
選
別
す
る
予
定
で
あ
る
）（
熊
日
一
九
―
三
―
一
五
）。

ち
な
み
に
、
神
戸
市
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後
一
五
年
経
っ
て
よ
う
や
く
関
連
文
書
の
整
理
に
取
り
掛
か
り
、
約
八
年
の
歳
月
と
約
一
億
六
千
万

を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
）。

（
136
）
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
五
頁
。

（
137
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

論　　説
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（
134
）『
益
城
町
検
証
報
告
書
』
七
一
頁
。

（
135
）
た
と
え
ば
、「
震
災
公
文
書

　
保
存
に
課
題
」（
読
売
二
〇
―
三
―
八
）。
こ
こ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
四
二
市
町
村
の
う
ち
、
震
災

公
文
書
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
の
は
一
一
自
治
体
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
論
点
と
な
っ
た

が
、
熊
本
市
は
、
震
災
関
連
文
書
の
全
て
を
一
〇
年
間
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
（
そ
の
後
、
選
別
す
る
予
定
で
あ
る
）（
熊
日
一
九
―
三
―
一
五
）。

ち
な
み
に
、
神
戸
市
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後
一
五
年
経
っ
て
よ
う
や
く
関
連
文
書
の
整
理
に
取
り
掛
か
り
、
約
八
年
の
歳
月
と
約
一
億
六
千
万

を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
）。

（
136
）
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
五
頁
。

（
137
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

論　　説
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